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Two birds’ network shares 
only three words: i.e., sing, 
mountain, and voice.  

Two	  birds,	  warbler	  and	  cuckoo,	  come	  to	  Japan	  in	  spring.	  	  
In	  the	  Kokinshu	  （ca.	  905),	  however,	  they	  are	  very	  differently	  used.	

Poem	  texts	  must	  contain	  more	  informaFon	  we	  have	  not	  known	  yet!	

• この図が出力できた日の午後、ことばと数理の世界は無縁ではないことに気がついた。
• In the afternoon of the day when this figure was output, I felt that the world of words

and mathematics was not unrelated.
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第 1章

科学研究費助成金

1.1 2010–13年度

研究題目「和歌形態素解析用辞書開発のための用語連接規則に関する基礎研究」

1.2 2014–17年度

研究題目「和歌用語シソーラスの開発と用語空間記述に関する基礎研究」

1.3 2018–22年度

研究題目「歌ことばの効果的可視化技術と通時的変化の記述に関する基礎研究」

1.4 資料

2018年度申請書（抜粋）



様式 S－１４ 研究計画調書（添付ファイル項目）
基盤研究（Ｃ）（一般） １基盤研究㸦Ｃ㸧㸦一般㸧㸯 

㸯 研究目的ࠊ研究方法࡞ 
本研究計画調書ࠕࡣ小区分ࠖࡢ審査区分࡛審査さࠋࡍࡲࢀ記述当ࠕࠊࡣ࡚ࡗࡓ科学研究費助成業࠾けࡿ審査及び評価

 ࠋさいࡔく࡚ࡋ参考ࢆ規程ࠖ㸦公募要領㸯㸯㸯頁参照㸧ࡿࡍ関

本欄ࠊࡣ本研究ࡢ目的方法ࡘ࡞い࡚ࠊ㸱頁௨内࡛記述࡚ࡋくࡔさいࠋ 

冒頭そࡢ概要ࢆ簡潔࡚ࡵࡲ記述ࠊࡋ本文(1)ࠊࡣ本研究ࡢ学術的背景ࠊ研究課題ࡢ核心ࡍ࡞ࢆ学術的ࠕ問いࠖ(2)ࠊ

本研究ࡢ目的ࡼ࠾び学術的独自性創造性(3)ࠊ本研究࡛何ࡼࡢࢆうࠊこ࡛ࡲ明ࡼࡋࡽうࡘࠊࡢࡿࡍい࡚具体

的ࡘ明確記述࡚ࡋくࡔさいࠋ 

本研究ࢆ研究分担者ࡶ行う場合ࠊࡣ研究௦表者ࠊ研究分担者ࡢ具体的࡞役割ࢆ記述࡚ࡋくࡔさいࠋ 

㸦概要㸧 ※㸯㸮行程度࡛記述し࡚くࡔさいࠋ 
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様式Ｓ－㸯㸲 研究計画調書㸦添付フイル㡯目㸧 

（概要）　※１０行程度で記述してください。

【背景と問題】本研究は可視化モデルを利用して、古代語の通時的語彙構造の変化を分析するもの
である。下記モデル (図 1,2)は「吉野」と「桜」の関係を数理的手法により可視化し、300年間の比
較を行った。２者間の通時的関係の変遷については明らかではあるが、すべての語についても同様
に実現するには、1)単語の長さをすべて短い単位で分割したため、語句の比較が明確でない、2)多
義語であるはずの語も一義的に分類されている、などの問題が残されている。

【目的】可視化技術を活かした古代語の通時研究はあまり多くはなく、本研究では古代語通時的変遷
を効果的に可視化するシステムを構築し、基礎研究を行うことを目的とする。

【どこまで明らかに？】これまで（基盤研究C）のデータでは辞書という静的な方式で蓄積してきた
が、本研究では和歌から直接動的に 1)単語の類似性情報の計算、2)語と語の関係データの生成を行
い、これら動的データと静的データとの差分をとり、通時的変遷を可視化する要因を明らかにする。

（本文）歌ことばの効果的可視化技術と通時的変化の記述に関する基礎研究
山 元 啓 史 (東京工業大学)

図 1: 古今集 (ca. 905)の「吉野」と「桜」: 古今
の時代では吉野は桜の関係よりもむしろ雪
と吉野の関係の方が強いことがわかる [20]。

図 2: 新古今集 (1205)の「吉野」と「桜」：専門家
の間では桜と吉野の関係が一般的になるの
は新古今になってからと言われている [20]。

【問題点】
現代語の理論的研究、自然言語処理の技術開発研究は、目覚ましく発展してきているが、古代語

研究とりわけ通時研究は、コーパスのおかげで数こそ増え、古典資料の整備、人手による作業の多
さ、評価の多様さなどの理由により、大規模かつ横断的な調査が実施された事例は多くない。
本研究の目的は、八代集（古今集 905年頃から新古今集 1205年）までの 300年間の勅撰和歌集約

9500首を対象に、古代語（和歌用語）を効果的に可視化するシステムの構築と通時的言語変遷の基
礎研究を行うことである。これまでに基盤研究 (C)により、二十一代集（古今集 905年から新続古
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【１　研究目的、研究方法など（つづき） 】
基盤研究（Ｃ）（一般） ２

今集 1439年）までの 20巻を対象に、単語を抽出するためのシステムと辞書、および意味分類辞書
（シソーラス）の開発を、機械処理と人手による目視修正を行ってきた。
近年、自然言語処理技術の成果により、人工知能を利用したテキスト処理が盛んに行われるよう

になり、これらの技術を駆使した応用が多く見られるようになってきた。しかしながら、言語の分
析、中でも古代語の研究については、研究者のコンピュータ技術、数理的思考が直接的に人文科学
領域になじまず、まだ十分に生かされてきていない。

【可視化システム開発の必要性と問題】
上記のモデルは、吉野と桜について、古今集 (図 1)から新古今集 (図 2)の 300年間の通時的変遷

を示したものであるが、このように可視化技術は通時的変化を要約・分析するのに便利である。し
かしながら、他の語についても同様に比較・実行するには、
1）単語のサイズを一律的に決めたため、当時の単語の成立が明確でない、
2）多義語であるはずの語が一義的に分類されている、などの問題がある。
前者の解決法としては、Sentencepiece(ニューラル言語処理向けのトークナイザ; 教師なし、文脈

依存、可逆式)単語分割アルゴリズムの利用である。後者の解決法としては、Word2VecなどのWord

Embedding[1,2]、分散表現と呼ばれている文脈から単語の意味特性を計算し、その意味次元をニュー
ラルネットで圧縮（次元数を減らす）し、ベクトルの近さを類義語もしくは同語と判定する方法で
ある。

【解決法】
機械学習を利用した言語分析の研究において、従来からも指摘されている問題は、単語の類似性

と関連性がうまく区別されていないことである。単語の類似性と関連性というのは、たとえば、(梅,

桜)は類似している一方、(梅花, 枝)は関連してはいるが、類似はしていないということである。こ
れらを区別して処理すれば、人間が行うモデリングに近くなるという報告があることから、和歌の
処理においても良い効果が期待できる。
また、分散表現には単語の曖昧性が考慮されていないという問題点がある。単語にはさまざまな

意味がある。たとえば、英語の “spring”という語は「温泉」「スプリング」「春」という意味がある。
単語の多義性を考慮せず、１つの “spring”という形態を１つのベクトルで表すのには限界がある。
むしろ、表記は同じであったとしても、ある文脈に挟まれた語の表記を一旦伏せておき、仮に xiと
し、文脈から得られたベクトルにしたがって、xiの分散表現を与える方法を考えれば、異なるベク
トルを同じ表記で示す必要はなくなる。これは、文脈の隔たりの大きいベクトルを xiの添字毎に分
割し、多義性のある単語を用法・文脈ごとに記述する方法である。その結果、単語の用法の弁別性
能が向上したことが報告されている [3,4]。

【目的】
古代語は現代語とは異なり、従来より可視化技術を利用した通時的言語体系の研究は今までに多

くなく、限られた資料から、目視によって丹念に分析していくものが大半であった。
一方で、現代語の分析に大いに利用と期待が寄せられている自然言語処理技術は目覚ましい発展

があり、人工知能技術、ニューラルネット、ベイズ統計学、時系列分析などの基礎技術と融合し、近
年大きな成果を収めている。
古代語は言語資料が限られており、現代語のような新しいデータが次から次と出てくるものでは

ないが、今までの成果を利用し、蓄積を取り込みつつ、総合することで、少なくとも考え方を取り
入れることで成果を収められると考えている。学術的創造性として注目するのは、古代語通時研究
のための効果的な可視化システムと語彙データベースの開発である。

【古代語へのチャレンジ】
上記で述べた自然言語処理技術の応用が解決策として有力ではあるが、和歌（古代語）というテ

キストの特性として、1）現代語のように大量のデータがあるわけではなく、データ量は限られた上
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【１　研究目的、研究方法など（つづき） 】
基盤研究（Ｃ）（一般） ３

で研究を進めなければならないこと、2）現存するテキストは何らかの理由（希少価値、読み継がれ
てきたほどの魅力、消失・散逸せずに残存している現状、長年にわたっても理解できる内容）で、テ
キストの内容、語の意味が限られている可能性はあること、から考えると、現代語でできることと、
古代語にできることと隔たりがあることに注意すべきであり、簡単ではないことが予想される。た
だし、上記の点が本研究のチャレンジであり、可能性が見えれば、通時的言語研究への貢献は大き
いと考える。

【ゴール設定：何をどこまで？】
二十一代集のすべてについて行うのではなく、基本的な八代集についてのみを対象とし、これを

この 4カ年のゴールとして設定し、着実に成果をあげる計画を実行する。ただし、単語の単位の切
り出し推定実験には、できるだけ多くのデータを用いた方が有利なので、万葉集、二十一代集の和
歌本文データを利用する。
古代語も現代語と同様にデータは辞書形式（静的）で蓄積されてきたが、本研究では、和歌デー

タのみから動的に 1)単語の類似性情報の計算、2)語と語の関係データの生成を行い、開発済みの静
的データとの差分をとり、動的表示を可能にするための要因を明確にし、可視化を実現する。

研究計画・ロードマップ	

H 3 0年　 　 　 　 　 3 1年　 　 　 　 　 3 2年　 　 　 　 　 3 3年　　　　　　　　　　	

 関係対 
データ作成	

 類似対 
データ作成	

 関係対 
データ修正	

 類似対 
データ作成	

 可視化シス
テムの開発	

 理論の構築	
 文献と照合し、関係を説明	

 可視化システム
公開への作業	

理
論

の
再

構
築
・ 
研
究

総
括	

データ 

システム	

理論	

 数理的分析	
 従来の理論との整合性を検討	

図 3: 研究計画・ロードマップ: データ、システム、理論の３要素で構成する。
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基盤研究（Ｃ）（一般） ４基盤研究㸦Ｃ㸧㸦一般㸧㸲 

㸰 本研究ࡢ着想至ࡓࡗ経緯࡞ 

本欄(1)ࠊࡣ本研究ࡢ着想至ࡓࡗ経緯 (2)ࠊ関連ࡿࡍ国内外ࡢ研究動向本研究ࡢ位置࡙け(3)ࠊこࡢ࡛ࡲࢀ研究活動ࠊ   

(4)準備状況実行可能性ࡘࠊい࡚㸯頁௨内࡛記述࡚ࡋくࡔさいࠋ 

 ࠋࢇせࡲ構いࡶ࡚ࡵ含ࢆ࡞ㄝ明ࡢそࡣ場合ࡿあࡀ期間ࡓい࡚ࡋ中断ࢆ研究活動ࠊࡣ記述ࡢ研究活動ࠖࡢ࡛ࡲࢀこ(3)ࠕ

 

 

 

【1. 着想に至った経緯】
研究代表者がこれまでに 15年以上の歳月 (2001年より)をかけて作成してきた和歌用形態素解析

辞書とシソーラス（語彙体系用語集）を使い、和歌の語彙体系を効果的に可視化するための技術を開
発し、さらに通時的言語記述として適切であるかどうかを検証してきた（尚、形態素辞書とシソー
ラスは、25年度までの基盤研究 (Ｃ)で二十一代集対応版が完成している）。

【2. 国内外の研究動向と位置づけ】
Word2vecを始めとするWord Embedding（分散表現）に関わる研究も、ツールも数多く発表され

ており、自然言語処理研究においては大いに理論化がされており、技術の応用も多々行われている。
ただし、言語学、とりわけ古代語や通時的変化を分析するまでには至っておらず、今までの古代語
研究の成果を言語処理に利用する方法論の検討が待たれている。海外の日本語・日本文化の研究者
についても、技術の導入は徐々に行われてはいるものの、テキスト処理・機械学習などの基盤とな
る技術を使った研究成果はほとんど行われていない。

【3. これまでの研究活動】
◎漸近的語彙対応推定法 [4][6]: 単語対相互情報量により推定した語対応の技術を取り入れ、今まで
の人間によるシソーラス作りの弱点を改善し、シソーラス体系作りの自動化と理論化を試みた。

表 1: シソーラスなしでは同じ語として計算でき
ない例（一部）

かな表記 実際に和歌に出現する実例

たつた 立田, 竜田, 龍田, ...
たつらむ 立つらん, 立らん, 立覧, ...
ちぎりけむ 契りけん, 契けむ, 契けん, 契剣, ...
おもふへふ 思ふてふ, 思てふ, 思ふ蝶, 思蝶, ...
えてしがな 得てしかな, 得てし哉, ...

◎二十一代集シソーラスの開発 [8]: 表 1に示すように思い
も寄らぬ表記が多数出現するため、シソーラスを開発した。
◎語彙コミュニティの分析 [2]：Rの Linkcommを用い、単
語をコミュニティとして、語群としての意味を検討した。
◎和歌用可視化システムの開発 [7]：D3.jsを用いて、グラ
フ図形の生成とノードをクリックすることで、原典の和歌
のリストが閲覧できる可視化システムを開発した。
◎自動タグ付けシステムの開発 [21]：当時、和歌用の辞書
がなかったために、単語辞書、連接辞書を開発し、単語に切り分けるシステムを開発した。

【4. 準備状況と実行可能性】◎技術・材料・資料関係
これまでの基盤研究 (C)で培ってきた辞書・シソーラス、和歌本文データ、現代語訳データなどの

基礎的な材料はすでに整備されている。一連のWord Embeddingの理論と技術は広く公開されてお
り、入手済みであるので、データ的にも技術的には実行可能である。
◎分担関係
ホドシチェク（阪大）は、機械学習技術を古代語の分析に応用、プログラミング、可視化技術を担

当する。山元啓史（東工大）は、関連対・類似対データの開発、通時的分析手法の開発、研究総括を
担当する。また、両者は、可視化システムをバイリンガルで表示するために、古代語の日英語対応
関係を分析するシステムの開発を行う。
◎うまくいかない時の対応策
これまでの研究実績 [1][2]により機械学習で解析できる可能性はかなり高いが、和歌の根本的な限

られたデータ量の都合により、うまくいかない時には、これまでの研究で利用したデータとの融合
を考え、その上で、なぜうまく行かないのか、なぜシソーラスと連動させる必要があったのかを考
察し、理論的な説明を構築し、研究の貢献とする。
以上を網羅した上で、データ処理による通時的な視点での古代語の空間記述研究が開始でき、こ

の領域への貢献となるだろう。
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基盤研究（Ｃ）（一般） ５基盤研究㸦Ｃ㸧㸦一般㸧㸳 

㸱 研究௦表者および研究分担者ࡢ研究業績 

本欄ࠊࡣ研究௦表者ࠊ研究分担者ࡀこ࡛ࡲࢀ発表ࡓࡋ論文ࠊ著書ࠊ産業財産権ࠊ招待講演ࡢうࡕ重要ࢆࡢࡶ࡞選定ࠊࡋ

現在ࡋࡶくࡣ過去ࡽ発表ᖺ次ࡢ㡰ࠊ通ࡋ番号ࢆ付࡚ࡋ㸰頁௨内࡛記入࡚ࡋくࡔさいࠊ࠾࡞ࠋ学術ㄅへ投稿中ࡢ論文ࢆ記入

 ࠋࡍࡲࡾ限ࡢࡶࡿい࡚ࡋ決定ࡀ掲載ࠊࡣ場合ࡿࡍ

学術ㄅ論文ࡢ場合ࠊ論文ྡࠊ著者ྡࠊ掲載ㄅྡࠊ査ㄞࡢ有無ࠊ巻᭱ࠊ初᭱後ࡢ頁ࠊ発表ᖺ㸦西暦㸧ࢆ記入࡚ࡋくࡔさいࠋ

௨ୖࡢ㡯目ࡀ記入さ࡚ࢀいࠊࡤࢀ各㡯目ࡢ㡰序ࡢ入᭰ࢀえやࠊ著者ྡࡀ多数ࡢ場合ࠊ主࡞著者ྡࡳࡢ記入ࡋそࡢ他ࡢ著者ࢆ省

略ࡿࡍこࡣ問題あࡲࡾせࠊ࠾࡞ࠋࢇ省略ࡿࡍ場合ࠊࡣ省略ࡓࡋ員数ࠊ研究௦表者ࠊ研究分担者ࡀ記載さ࡚ࢀいࡿ㡰番ࢆ○

番目記入࡚ࡋくࡔさいࠋ 

研究௦表者ࡣ重ୗ線ࠊ研究分担者ࡣ一重ୗ線ࢆ付࡚ࡋくࡔさいࠋ 
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9. B. Hodošček and H. Yamamoto, “A Diachronic and Synchronic Investigation into the Prop-

erties of Mid-Rank Words in Modern Japanese” The Japanese Association for Digital Hu-

manities, the third annual conference at Ritsumeikan University, Kyoto, Japan, September

19-21, pp. 67–8. (2013) 査読有.

10. H. Yamamoto, “Lexical Modeling of Yamabuki (Japanese Kerria) in Classical Japanese Po-

etry”, The Japanese Association for Digital Humanities, the third annual conference at

Ritsumeikan University, Kyoto, Japan, September 19-21, 62–3, (2013) 査読有.

6



【３　研究代表者および研究分担者の研究業績（つづき） 】
基盤研究（Ｃ）（一般） ６

11. H. Yamamoto, M. Tanaka, Y. Kondo, “Diachronic Corpus and Linguistic Space: New Meth-

ods for the Analysis of Language Change”, SNPD2012, Proceedings 13th ACIS Interna-

tional Conference on Software Engineering, Artificial Intelligence, Networking and Paral-

lel/Distributed Computing, IEEE, Vol. SNPD2012, No.101, 381–384, (2012) 査読有.

12. M. Tanaka, and H. Yamamoto, “Emotive Adjectives and Verbs of the Heian Japanese”,

JADH 2012 conference abstracts, Vol. 2012, p. 52, (2012) 査読有.

13. H. Yamamoto, M. Tanaka, and Y. Kondo, “Design of Serial Comparison Model for the

Diachronic Corpus Study of Japanese”, JADH 2012 conference abstracts, Vol. 2012, 51–2,

(2012) 査読有.

14. 山元啓史. “グラフを用いた集合演算による和歌用語の解析”, 語彙研究, 語彙研究会, Vol. 9,

86–94, (2011) 査読有.

15. H. Yamamoto, and M. Tanaka, “Quantitative Analysis of Loanwords of Eight Literary Works

in the Heian Period (794–1185)”, Osaka simposium on digital humanities 2011, Vol. 1, No.

1, 51–2, (2011) 査読有.

16. H. Yamamoto, “Graph Representation of the Connotations of Classical Japanese Poetic Vo-

cabulary”, Osaka simposium on digital humanities 2011, Vol. 1, No. 1, p. 42, (2011) 査読有
.

17. M. Tanaka, and H. Yamamoto, “An analysis of Sino-Japanese words of the Heian period for

the development of the historical Japanese dictionary”, Asialex 2011, Lexicography: Theo-

retical and Practical Perspectives, 496–505, (2011) 査読有.

18. H. Yamamoto, and M. Tanaka, “Development of the thesaurus of classical Japanese poetic

vocabulary”, Asialex 2011, Lexicography: Theoretical and Practical Perspectives, Vol. 2011,

576–585, (2011) 査読有.

19. 山元啓史, “「山吹」をめぐる和歌語彙の空間”, じんもんこんシンポジウム 2011, 人文科学と
コンピュータシンポジウム論文集, 情報処理学会, Vol. 2011, No. 8, 141–146, (2011) 査読有.

20. 山元啓史, “八代集用語のモデリングシステム”, じんもんこんシンポジウム 2010, 人文科学と
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第 2章

受賞

2.1 2015年度情報処理学会山下記念研究賞

2015年度情報処理学会山下記念研究賞受賞。山下記念研究賞は、情報処理学会が主催す

る研究会およびシンポジウムにおける研究発表のうち、特に優秀な論文の発表者に授与され

る賞。初代情報処理学会会長の故山下英男氏寄贈の資金にて運営されている。

2.2 2017年度じんもんこん 2017ベストポスター賞受賞

12月 9・10日に大阪市立大学杉本キャンパスで開かれた人文科学とコンピュータシンポ

ジウム「じんもんこん 2017」にて、リベラルアーツ研究教育院の山元啓史教授らの研究が、

ベストポスター賞を受賞した。

2.3 2018年度じんもんこん 2018学生奨励賞受賞

2018年 12月 1、2日に東京大学で開催された、情報処理学会じんもんこん 2018にて、社

会理工学研究科価値システム専攻博士課程の平野充さんとリベラルアーツ研究教育院山元

啓史教授による論文「低頻度ピッチクラスセットの 2-gramパターンを用いたモーツァルト

の交響曲と弦楽四重奏曲の比較分析」が学生奨励賞を受賞した。

2.4 2017年度東京工業大学教育賞最優秀賞受賞

2019年 2月 1日、「日本語・日本文化科目群運営のための統合的機能を有する教務シス

テム（JCOS）の開発」にて、東工大教育賞最優秀賞を受賞した。

https://www.titech.ac.jp/news/2015/032780.html
https://screenshots.firefox.com/4XIyGPgli6hbeJsD/educ.titech.ac.jp
https://screenshots.firefox.com/4XIyGPgli6hbeJsD/educ.titech.ac.jp
https://educ.titech.ac.jp/ila/news/2018_12/056697.html
https://educ.titech.ac.jp/ila/news/2018_12/056697.html
https://www.titech.ac.jp/news/2019/043823.html
https://www.titech.ac.jp/news/2019/043823.html
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第 3章

サイエンス・カフェ神戸
「目で見てわかる歌ことばの姿」

3.1 サイエンス・カフェ神戸でのトーク

サイエンスカフェ (Science Café) は、1997年から 1998年にかけて、イギリスとフ

ランスで同時発生的に行われたのが起源とされる、カフェのような雰囲気の中で科学を

語り合う場、もしくはその場を提供する団体の名前である。英国での呼称に倣ってカ

フェ・シアンティフィーク (Café Scientifique) と呼ぶこともある。

サイエンスカフェ—Wikipedia

2008年 3月 24日、神戸大学主催のようこそサイエンスカフェ神戸へで発表した。

3.2 開催報告

次ページ pdf。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B5%E3%82%A4%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%82%AB%E3%83%95%E3%82%A7
http://scicafe-2011.h.kobe-u.ac.jp/record/record31_45/record41.html


開催記録 サイエンスカフェ神戸

「目で見てわかる歌ことばの姿」

ゲスト： 山元啓史 (オーストラリア国立大学アジア研究学部客員研究員)

場　所： 神戸花鳥園

日　時： ２００８年３月２４日（月）１５時～１７時

協　力： 神戸花鳥園

開催案内文の記録

今回は、古典（和歌）とコンピュータを結んで古の世界を垣間見る話題です。和歌は千年以上も前より日本に存在する伝

統的な文芸です。この和歌に使われることばを「歌ことば」と言いますが、今回のサイエンスカフェでは、コンピュータを

使って、歌ことばのネットワーク図（単語を網の目状に並べつないだ図形）を作り、和歌にはどのようなメッセージが示さ

れているのか、目で見てわかる仕組みについてお話しをしていただきます。

当日の様子

2007年度最後のサイエンスカフェは，光あふれる平日午後．花と緑と鳥 (！)に囲まれて，神戸花鳥園での開催となりま

した．写真をご覧下さい，もう，素晴らしいとしか言いようのない，花，花，花….．花鳥園のスタッフのみなさまが，毎

日愛情を込めて育てておられる花の中で，お茶を片手にゆったりとした気分で始まりました．

本日のゲストは山元啓史さん．歌ことば（和歌の言葉)の使われ方を，コンピュータを用いて客観的に解析し，グラフ理

論からその潜在的な意味 (コノテーション)*1を引き出すことで時代の風景を捉えようとされている研究者です．従来の人

文学的研究手法において，歌ことばの意味するところは，研究者 (受け手)の印象に依存しかねないのが現状．それに対し，

山元さんは「客観的に捉える」事によって，新しく普遍的な見方を引き出しておられます．

鴬-CT-23-229-3.73-15 時鳥-CT-40-370-3.27-16

毎朝

野辺
8

鴬
17

老

笠

6
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4

挿頭す

4

縫う 6

春

88

10
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枝
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15

折る
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泣く
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30

夏

横

8

時鳥

39
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8

五月

42

音羽

20
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174

山

110
261

鳴き声

21

五月雨

14

聞く

69

聞える

37
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10

あやめ草

7
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20

20

11
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29

9

19
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10
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4

10
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6
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26
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8

6

案内
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9
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4
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7

4
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7

20
10

春霞

9

立つ

10

夏山

11

ふりしぼる

6

梅

10

56

23

44

山時鳥

9

隠れる

7
6

10

散る

52

10
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10
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10

添える

5

羽ばたく
6

6

借りる

19

何時の間に

9

梢高い

7

7

はるか

5

話題は「鶯」と「時鳥

(ホトトギス)」を例題とし

て始まりました (まさに

花鳥園らしい話題提供で

す！)．古今集において，

和歌 (原文)と現代語訳の

テキストの中に，それぞ

れ，この言葉が他の語と

どんなパターンでどのく

らい使われているかを調

べます．この，和歌 (原

文)での使われ方 (パター

ン) と現代語訳での使わ

れ方 (パターン)の論理積

というのは，辞書に書い

てある「よくある使い方・

意味」になりますから，そ

れ以外のパターンに注目

し，言葉のネットワーク

図を作ります．

「科学は文化にかわる

ものではないけれど，科

学を使うことで，こうやって文化に広がりを足すことができるのです」という山元さんの言葉が大変印象的でした．

「言葉」の世界に「解析のための“数式”」が入ってきて，参加者のみなさんは最初戸惑い気味でしたが，山元さんの丁寧

な説明と (何度も同じ質問が出ても，言葉を変えて，本当に丁寧に説明してくださいました)やわらかい語り口に，歌こと

ばの世界を堪能したカフェとなりました．（文責：橋口典子 2006 サイエンスカフェ神戸）

*1「コノテーション」：「タコ (蛸)」という言葉ひとつでも，蛸そのものを意味するだけでなく，ある人は蛸から「やわらかさ」を連想
し，別のある人は「気持ち悪さ」を連想し，別のある人は「タコ焼き」を連想するかもしれない．このように，言語記号の潜在的な
意味―は文化によって違う場合があり，それゆえ，コノテーションを知ることは，文化を調べるのに重要になってきます (山元さん
談)．

4
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第 4章

ひらめき☆ときめきサイエンス、他

4.1 目で見てわかる昔の日本語、今の日本語

略称「ひらとき」と呼ばれるセミナーは、大学や研究機関で「科研費」（KAKENHI）に

より行われている最先端の研究成果に、小学５・６年生、中学生、高校生が、直に見る、聞

く、触れることで、科学のおもしろさを提供する科学日本学術振興会からの委託事業ある。

研究費助成金と同じ取り扱いである。

これまでに連続 5年実施してきた。2018年度からは夏に中学生を、冬に小学生を対象に

年 2回実施した。言語を扱うセミナーが珍しいことと、小・中学生のためのセミナーが少な

いことが相乗して、毎年 20名程度の募集に 3倍以上の応募がある。

4.2 スーパーサイエンスハイスクール

スーパーサイエンスハイスクール指定校より、言語学の授業・質問・指導の依頼をうけた。

1. 2018年度、宮城県立仙台第一高等学校:

2. 2019年度、新潟県立新潟南高等学校:

スーパーサイエンスハイスクールとは文部科学省が科学技術や理科・数学教育を重点

的に行う高校を指定する制度のことである。SSH と略記される。2002 年（平成 14

年）度に構造改革特別要求として約 7億円の予算が配分され、開始された。

https://cuckoo.js.ila.titech.ac.jp/~yamagen/sendai2018.html
https://cuckoo.js.ila.titech.ac.jp/~yamagen/shs-niigataminami2019.html


平成２９年度 
ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI 

（研究成果の社会還元・普及事業） 
実   施   報   告   書 

 

 
ＨＴ２９０８４  

目で見てわかる昔の日本語と今の日本語: タイムマシンに乗らずに行ける昔の世界 

 

  開 催 日： 

 

  実 施 機 関： 

 （実施場所） 

 

  実施代表者： 

（（所属・職名） 

 

受 講 生：                

関 連 Ｕ Ｒ Ｌ： 

 

平成２９年８月２日（水） 

 

東京工業大学 

（大岡山キャンパス） 

 

山元 啓史 

（リベラルアーツ研究教育院・准教授） 

 

中学生２１名 

https://cuckoo..js.ila.titech.ac.jp/~yama

gen/hirameki2017.html 
 

【実施内容】 

■受講生に分かりやすく研究成果を伝えるために以下のような工夫をしました。 

○全員（参加者、協力者、保護者、事務局）で自己紹介をし、互いに話しやすい雰囲気を作りました。 

○聴講するのではなく、保護者も含め、３〜４名のグループに別れ、ディスカッションで進めました。 

○ワークブックを作成し、参加者全員が自ら考え、自分で研究の要所が書き込めるようにしました。

 

○ワークブックをすべて書き込んだら自由研究レポートができあがるようにしました。 

○大学の研究も中学校の勉強と関係づけながら、ディスカッションを進めました。 

○和歌については中学の国語便覧を用い、具体的にページ数を示し、後日復習できるようにしました。 

○言語学でも数学を使うことを示し、関数電卓を用いて、単語の重み計算を実習しました。 

 

○研究内容だけでなく、言語学の基礎（世界に言語はいくつあるか）、数学の基礎（対数とは、心理尺

度とは）、研究の基礎（「特徴とは何か」、「似ている」と「同じ」「違う」とは）など皆で考えました。 

○散歩の時間をとり、学内の建物、ものつくりセンターを見学し、鳥人間コンテストで有名なサークル

の協力を得て、人力飛行機、ものつくりの実物に触れることができました。 
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○保護者の皆様のお席もご用意し、参加者と同じワークブックを使って討論に参加いただきました。 

○参加者が考えている間、保護者の皆様には研究内容や大学で行われている教育の紹介を行いました。 

○復習できるように、研究室のウェブの特設ページに、当日の記録と写真を掲載しました。 

 

■当日のスケジュール 

09:50〜10:00 受付（大岡山キャンパス西１号館１階ラウンジ） 

10:00〜10:15 開講式: あいさつ、科研費の説明 

10:20～11:00 自己紹介: 参加者、保護者の皆様、研究室学生、研究企画課職員 

11:00～12:00 講義: ことばの意味を目で見る仕組みとは何か。 

12:00〜13:20 ランチタイム（サンドイッチを食べました） 

13:20〜14:30 実習: コンピュータで自分のネットワークを描こう。 

14:30〜15:00 休憩: クッキータイム 

15:00〜16:00 お散歩: 鳥人間コンテストのマイスターを訪問しよう 

16:00〜16:30 発表会: みんなで意見と感想を述べよう！ 

16:30〜17:00 修了式: アンケート記入、未来博士号授与、写真撮影 

17:00 終了・解散 

■実施の様子 

 実施はスケジュールのとおりですが、学術的には以下の内容を盛り込みました。 

①言語学概論: 世界の言語、日本語と外国語、昔の日本語と今の日本語の違い。 

②計量言語学: 頻度とは何か、文書頻度という考え方、重み付けとは何か。 

③数学と言語: 言語を数理的に捉える、数学の成果を言語学に利用する。 

④研究方法論: 仮説をもとに方法を考え、考察をまとめ、結論を導き出す。 

⑤可視化技法: グラフ理論とグラフ記述言語を学び、モデルを作って目に見える状態を作り出す。
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■事務局との協力体制 

 研究推進部研究企画課と事前に打ち合わせを行い、プログラム実施にあたって必要となる準備を確認

してくださったほか、当日は事務担当者として研究企画課の２名が参加し、配布物の袋詰作業等の事前

準備および受付・写真撮影等を担当していただきました。 

 

■広報活動 

 東京工業大学のウエブサイトにて「東工大の夏休みイベント 2017」カレンダーに実施プログラムの

情報を掲載したほか、リベラルアーツ研究教育院の Web サイトにも実施の告知を行いました。

http://www.titech.ac.jp/outreach/community/summer2017.html 

http://educ.titech.ac.jp/ila/event_information/2017/054042.html 

 

■安全配慮 

 保険に加入し、それを参加者に周知しました。昼食は夏場であることを考慮し、温度による賞味変化

の少ないもの、中学生の分量として適切なものを選び、食物アレルギーが起こらぬよう、成分表示を行

いました。水分補給には注意を促し、自分で飲み物を持参するようにお願いしました。 

■今後の発展性、課題 

 ネットワークモデルを作る実習の他に、簡単なプログラムを書いて動かしてみる、小さいレポートを

書いてみるなど、参加者同士のディスカッションを今回よりも多く活発にできればと考えています。 

 １回あたりの受講人数は限度がありますが、毎年、抽選に漏れる方が多いので、チャンス拡大のため

に回数を夏冬２回にすることを考えています。また、受講者の幅を広げるために、中学生だけでなく，

小学生の部も検討に入れています。 

 

【実施分担者】   該当なし 

【実施協力者】     ６  名 

【事務担当者】   田中 愛彩美・齋藤 順子 研究推進部研究企画課・事務職員 
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第 5章

依頼・取材

5.1 依頼: 人文情報学月報、巻頭言

巻頭言なるものをはじめて依頼され、執筆した。

5.2 取材: 大学研究室探検隊

「大学研究室探検隊 Vol. 6: 東京工業大学　山元啓史研究室」2018 年 2 月号「サクセス

15」pp. 16–19. グローバル教育出版より、インタビュー記事が発行された。日本学術振興

会に取材があったことを報告。（4ページ先から戻る順でご覧ください）
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◇《巻頭言》「言語学とコンピュータ」
　（山元啓史：東京工業大学）

　特別なことがない限り、論文以外の文章は書かないことにしています。もちろん、
巻頭言を書くのははじめてです。論文ではないことをいいことに、今までボツにな
った本の内容について書くことにしましょう。

　今まで本を出版しようとして、ボツになった企画が 2つあります。1つはコーパス
言語学の入門書シリーズの 1冊で、これは依頼された原稿でしたが、ボツになりまし
た。もう 1つは東工大の学生のために書いた言語学の教科書でした。

　コーパス言語学の本は概論的なものを依頼されました。それを私はコーパス言語
学概論と勝手に勘違いして、書き進めていきました。編集の方からは読者は Windows

を使っていることを前提に、との注文はありましたが、私自身 Windowsを使わないこ
ともあって、Linuxのコマンドやパイプ、簡単なスクリプトを中心に説明したテキス
ト処理の原稿を書きました。Windowsであっても、cygwinを使えば大差ないと思った
からです。しかし、Windows前提でないと本は売れないとのことで NGでした。「ディ
レクトリとは」「ファイルとは」「OSとは」などのコンピュータの基本用語を説明
するように、と書き直しを告げられました。それらを説明した本はたくさんあるの
で、私自らがボツにしました。GUIのメニュー表示や用語が変わることはあっても、
UNIX由来のコマンドはずっと変わらないし、何をしているのかが、わかりやすいの
で、その方が息の長い記事になると思ったのですが、編集者さんはそうは思わなか
ったようです。

　とにかく、テキスト処理は、手を動かさないことには、何も始まらないので、そ
の本には次のような例題と練習を載せました。

　　 1．例題：文の長さのデータの平均値を求めよ。
　　 2．例題：任意の用語の文脈がわかるようにリストを作れ。
　　 3．例題：前後の文脈がわかるように文字順に並べ替えよ。
　　 4．例題：形態素解析器をインストールして、使ってみよ。
　　 5．例題：形態素解析器を使って名詞だけを選び出せ。
　　 6．例題：単語の頻度を計算せよ。

　コマンドの基本的な原理を説明した上で、どのコマンドを使い、どのプログラム
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を組み合わせれば、自分の意図する出力が得られるか、考えてもらう演習です。こ
れの行き着く先は、いわゆるシェル芸というものです。シェル、キーボード・ショ
ートカット、コマンドの組み合わせで、縦横無尽にテキストを料理するってやつで
す。誰もが同じことを考えるもので、この本を書いた後に、「言語処理 100本ノック」
（ http://www.cl.ecei.tohoku.ac.jp/nlp100/ ）というものがあるのを知りました。
私の方向性は間違ってはいないことはわかりましたが、同時にいまさら私が書く必
要もないなぁとも思いました。

　さて、もう 1つのボツになった本は、「みんなで考える言語学」と題する教科書で
す。どうせ出版されないのだから「言語学の素」という調味料に似た題名をつけた
こともありました。この本は東工大の大学院生に向けた授業が元になっています。
ある出版社の担当者さんが「下書きでも良いので内容を見せてほしい」というので、
お見せしたところ「オーソドックスな言語学でない」との返答でやんわり断られま
した。日本語教育能力試験などの検定試験対策になりそうなものを期待したのかも
しれません。

　　・1章「ウィトゲンシュタインと言語ゲーム」
　　・2章「チューリングとチューリングマシン」
　　・3章「ジップとジップの法則」
　　・4章「ダニエル・ジョーンズの 18の基本母音」
　　・5章「ソシュールと記号論」
　　・6章「フィルモアと格文法」
　　・7章「チョムスキーと生成文法」

　確かに「オーソドックス」ではありません。ウィトゲンシュタインからはじまる
言語学の教科書なんてありません。ウィトゲンシュタインは哲学者。チューリング
は数学者。ジップでやっとトークンを取り扱うので言語学かな？とも。ダニエル・
ジョーンズ（マイフェアレディのヒギンズ博士のモデル）が出てきたあたりから、
言語学のようには見えます。音韻論を教えるのにダニエル・ジョーンズを出す教科
書はほとんどないでしょう。たとえば、かの有名な George Yuleの The Study of

Languageの索引でも、“Jones, Danel”の索引項目は見られません。おおむねアメ
リカの大学の教科書は版を重ねて、演習問題をどんどん新しくしていきます。演習
問題はさまざまな観点から入れ替えられます。もっと勉強したい人のための
Further Readingsのリスト差し替えも頻繁です。どんどん版を重ねるので、古い版
は面白いくらい安く入手できます。この本の第 3版は 380円（新品）でアマゾンから
購入できます。

　なぜオーソドックスでない構成になったのか？これにはいろいろな理由がありま
すが、一番の理由は、対象が東工大の大学院生だったということです。数理、計算、
物理、化学などの専門家ではあっても、言語学は決して彼らの専門ではありません
し、彼らも言語学を自分の専門として勉強しようとは思っていません。こういう学
生に「そもそも言語学とは」などと紋切り型で授業をはじめても眠くなるばかりで
す。言語学の知識はなくても、授業初日から、ディスカッションがしたくなるよう
な授業を考えました。自分が話すことばと比べながら、「言語学の歩み」を教師が
語るのではなく、ディスカッションによって学生さん自身に考えてもらう授業にし
ました。

　どの章にも簡単な紹介・導入を記載しましたが、それ以外は「演習問題」です。
これを 3、4名のグループで「ああだ」「こうだ」とディスカッションしては、それ
をグループごとに発表していきます。
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　たとえば、1章の演習問題（言語ゲーム）は、

　　　「私が通りかかったとき、すでにゲームは進行中だった」の「私が通りかか
　　　ったとき」を「私が生まれたとき」に、「ゲーム」を「言語」に言い換えた
　　　ら、言語とはどんなものと言えるだろうか？
　　　チェスや将棋、ポーカーのルールを知らなくても、見ているうちにそのルー
　　　ルがわかり、なんとなくゲームに参加できるのは、なぜだろう？

などです。人間が生まれたとき、すでに言語は存在し、いつのまにか、人間はその
ルールを身につけ、それに参加し、それを発展させ、死んでいく。そして、つぎの
世代の人間がその言語を使い、少しずつじわじわ形を変えていく。確かに言語は人
間の口から出たものですが、人間が作ろうと思って作ったものではありません。何
らかの力学によって、自然な仕組みで言語ができてきます。それは常に一定なもの
ではなく、むしろ動的なものです。混沌としているようですが、その形には法則性
があります。どういう例がわかりやすいでしょうか、あまりいい例ではありません
が、たとえば、人間の肘の関節は、内側には曲がるが、外側には曲がりませんよ！
っていうような「なぁんだ」というような法則性です。その「なぁんだ」というも
のが本当は何であるのかがよくわからないので、それを見つける研究をしているの
ですね。

　 2章の「チューリングマシン」では、

　　　日常に見られるテープとヘッドに似たものを見つけて、それのどの部分がテ
　　　ープ、ヘッドに当たるかを述べよ。

というものです。ここでは、得体のしれない言語というものを、記述するには具体
的に何をすればいいのか、そもそも記述するとはどんなことかなどを話し合います。
言語もリニアなものであり、その抽象的な姿を整理するには計算機モデルが役立ち
そうだというお話しです。

3章ではジップの第二法則を紹介し、

　　　人名の出現頻度、新聞記事に見られる単語の頻度がそれに従うのはなぜでし
　　　ょう。また言語だけでなく、他の自然界にも見られるのはなぜでしょう。

と問いかけます。たとえば、人口の多い都市の数は少なく、人口の少ない町や村は
めちゃくちゃ多い。ガラスの割れた大きい破片の数は少ないが、だんだん小さくな
っていって、粉々になった破片の数はもう数えられないほどたくさんである。ジッ
プ則を通して、単語の分布と自然の摂理にはどういう関係があるのかを議論しても
らいます。実際に今も、なぜそれらがジップ則にしたがうのかはよくわかっていな
いものですから、この議論はそう簡単には終わりません。おそらく、とことんその
理由を説明しなければ気がすまない理系の学生にはうってつけのトピックであった
のでしょう。

　東工大は伝統的に自然言語処理の研究者を多く輩出していることで有名です。そ
の意味では東工大には、言語を扱う素地はあったと言えましょう。2016年 4月、東京
工業大学は日本で初めての学部と大学院を一緒にした学院を設置しました。そして、
この 4月より東工大では、正式に学士課程の科目名として「言語学」を設け、理系の
学生のための言語学の授業がはじまります。理学・工学を学ぶ新入生の目には、東
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工大の言語学はどううつるのでしょうか。まだ始まったばかりです。非常に楽しみ
です。

執筆者プロフィール
‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾
山元啓史（やまもと・ひろふみ）専門は言語学、言語変化、外国語としての日本語
教育。オーストラリア国立学大学院博士課程修了。Ph. D in Linguistics。1993年
筑波大学文芸・言語学系留学生センター助手、1995年同講師、1997年カリフォルニ
ア大学サンディエゴ校客員研究員、2006年オーストラリア国立大学客員研究員、
2009年東京工業大学留学生センター准教授、2017年東京工業大学リベラルアーツ研
究教育院教授。著書は、“Japanese A Comprehensive Grammar” Routledge,

「コーパスと日本語史研究」ひつじ書房、などがある。
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◆編集後記（編集室：ふじたまさえ）
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　第 57号前編、後編ともにいつも以上に読み応えのある内容となりました。巻頭言
をはじめ、ご寄稿いただいた皆さま、ありがとうございます！

　どの内容も素晴らしかったのですが、特に個人的な興味としては、特別寄稿をい
ただいた OMNIAのことが気になっています。また、巻頭言として掲載している山元先
生の文章も、大変興味深い内容でした。

　後編のイベントレポートの中では、国立国会図書館関西館の菊池さんがおっしゃ
っていた「DHの現状や課題などを体系的にまとめた日本語の解説書」が気になりま
す。個人的な感想ですが、本メルマガが扱っている話題も含め、DHについて体系的
にまとめなおすにはどういった媒体が良いのか考えてみると、印刷物よりは
Wikipediaのようなデジタルのもののほうが合っているようにも思いました。

◆人文情報学月報編集室では、国内外を問わず各分野からの情報提供をお待ちして
います。
情報提供は人文情報学編集グループまで...
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第 6章

論文・ポスター

1. OSDH2011: Osaka Symposium on Digital Humanities 2011 “Graph Representa-

tion of the Connotations of Classical Japanese Poetic Vocabulary”

2. JADH2012: Inheriting Humanities; Program PDF; Design of Serial Comparison

Model for the Diachronic Corpus Study of Japanese; Emotive Adjectives and

Verbs of the Heian Japanese .

3. JADH2013: Bridging GLAM and Humanities through Digital Humanities; Lex-

ical Modeling of Yamabuki (Japanese Kerria) in Classical Japanese Poetry; A

Diachronic and Synchronic Investigation into the Properties of Mid-Rank Words

in Modern Japanese;

4. JADH2014: Bridging GLAM and Humanities through Digital Humanities; A

Visualization and Analysis System for Japanese Language Change: Quantifying

Lexical Change and Variation using the Serial Comparison Model; Development

of an Asymptotic Word Correspondence System between Classical Japanese Po-

ems and their Modern Translations;

5. JADH2015: Encoding Cultural Resources;

6. JADH2016: Digital Scholarship in History and the Humanities;

7. JADH2017: Creating Data through Collaboration;

8. JADH2018: Leveraging Open Data;

9. UCLA workshop in 2016–2018: UCLA Department of Asian Culture and Lan-

guage invited me for the UCLA workshop and lectures of Computer and Human-

ities 2016–2018; In 2016, I present two lectures for faculty members, Graduate

students, and one class for undergraduate students; In 2018, I present two lec-

tures for faculty members as well.

10. Posters and flyers 2011–2018:

https://www.jadh.org/osdh2011
https://www.jadh.org/jadh2012
http://www.jadh.org/JADH2012-Abstracts-Online.pdf
http://www.jadh.org/node/18#ec1
http://www.jadh.org/node/18#ec1
http://www.jadh.org/node/18#ec1
http://www.jadh.org/node/18#ec1
http://www.dh-jac.net/jadh2013/
http://www.dh-jac.net/jadh2013/abstposter.html#poster
http://www.dh-jac.net/jadh2013/abstposter.html#poster
http://www.dh-jac.net/jadh2013/abstposter.html#poster
http://www.dh-jac.net/jadh2013/abstposter.html#poster
http://www.dh-jac.net/jadh2013/abstposter.html#poster
http://conf2014.jadh.org/
https://conf2014.jadh.org/Abstracts/Session1-1
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Graph Representation of the Connotations of
Classical Japanese Poetic Vocabulary
Hilofumi Yamamoto, Tokyo Institute of Technology

Can we define a connotation?
Octopus

VS
weird
spooky ...

takoyaki
(fried octopus!)

= delicious

‘Connotation’ depends on the receiver of a message.

Targets: Tatsuta and Yoshino

Yoshino

Tatsuta

Utamakura indicates:
1. a name of place
2. emotive notions.
→ HOW DIFFERENT!Material

The Kokinshū (ca. 905)
the first anthology compiled by the order of the Emperors.

Relationship between OP and CT

poet write OP read expert reader

write

CT

read

novice reader

compare

10th century

Field of experience

20th century

Field of experience (expert)

20th century
Field of experience

(novice)

Based on Schramn’s theory of communication [source]→ [encoder]→ (signal)→ [decoder]→ [destination]

Residual = CT − OP

Alignment of OP and CT

CT (秋の末近くなって帰り道についた)龍田姫(が道中の無事を願って)手 向け

OP ——— — — — — — — —立田姫— — — — — — —手向ける

CT (をする)神があるからこそ秋の木の葉(が)幣(となって)散っ(ているのだろ) う

OP — — 神のあれ ば こそ秋の木の葉 [の]幣と — —散る— — — — らめ

CT298 translated by Teruhiko Komachiya (Komachiya 1982)

Cooccurrence Patterns
A pattern consists of any two words appearing in a text.

yuki
snow

no
of

uchi
inside

ni
at

haru
spring

wa
(topic)

ki
come

ni
(past)

keri
(perfect)

uguisu
warbler

no
of

...

Patterns may number up to 5,000.

Co-occurrence weight
Rocchio (1971)

w(t, d) = (1 + log tf(t, d)) · idf(t)

Transform this for co-occurrence patterns.

cw(t1, t2, d) = (1 + log ctf(t1, t2, d)) ·
√

idf(t1) · idf(t2)

���document ���
frequency of
co-occurrence

�
��

geometric mean of
two weights

A Sample of Model —Warbler

warbler (23/229,3.73): CT cw.>15;
non-dist=off; idf=on(2)

every morning

field
8

warbler

17

old age

woven hat

6

10

green willow

4

wear in (my) hair 4

sew.2

6

spring
88

10

Tatsuta.PN

10branch
35

flower
138

stop.vi.1

15

break off

22

cry.vi

29

sing.vi

145 yet.1
30

near

6

voice

62

guidance.1
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4

9

send

4

4

fragrance.1
7

mountain

10

spring haze

9

stand.vi
10

plum10 56

23

hide.vi.2

7

6

scatter.1
52

10

touch

10

hand

10

attach

5

1
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Design of Serial Comparison Model for the
Diachronic Corpus Study of Japanese

Hilofumi Yamamoto
Tokyo Institute of Technology

Makiro Tanaka
National Institute for Japanese
Language and Linguistics, Japan

Yasuhiro Kondo
Aoyama Gakuin University

Development of Diachronic Corpus

Project by the National Institute for Japanese Language

and Linguistics, Japan, NINJAL: 2009–13, 4 year project.

Main purpose: Study of Japanese language

(sub) purpose: Study of Japanese (classic) literature

Contents of Diachronic Corpus
1. The Tale of the Bamboo-Cutter

(ca. 890; Taketori monogatari; 12,583 tokens)
2. Tales of Ise

(ca. 901; Ise monogatari; 15,900 tokens)
3. Tales of Yamato

(ca. 950; Yamato monogatari; 26,733 tokens)
4. The Tosa Diary

(ca. 935; Tosa nikki; 8,113 tokens)
5. The Pillow Book

(ca. 996; Makura no sōshi; 79,861 tokens)
6. Tale of Genji

(ca. 1100; Genji monogatari; 510,711 tokens)Langue

language
description

corpus
complex system

structure of language

visible
tangible

form of language

Parole

invisible
intangible

static

visualization

sequential reader
pattern prediction

dynamic presentation of 
diachronic language change

static

Figure 1: Corpus and Description, Langue and Parole:
The nature of language is dynamic and always changing
while the phenomena of language might be static.
We should consider the dynamic change of language
as a component comprised of various elements.
The feature of language we usually observe is a complex
system and tangled with wide-ranging elements.

A B C D

A-B B-C C-D

A+B B+C C+D
B-A C-B D-C

BC-AB CD-BC

Figure 2: Extraction of delta from each synchronic layer: A, B, C
and D are arbitrarily-assigned synchronic layers on the
time axis. Examination of linguistic transitions is
achieved through the comparison of lexical items in
each layer with those in other layers, and the discovery
of common principles appearing in the delta of data
extracted from both systems as well.

A case study: use of SAKURA(cherry blossoms) in Mt.Yoshino → Kokinshū (ca. 905) vs Shinkokinshū (1205)

Sakura (桜) and

Yoshino (吉野), a place name
in Nara prefecture

← Kokinshū (ca. 905)

Shinkokinshū (1205) →
during 300 years differences.

t2t1

3.0

2.32.1

1.0

2.2

A′A f(x)

T

Figure 3: Serial comparison model; differential model of
transitional linguistic elements of target texts;
A is a set of elements that occurred at Time t1;
A′ is a set of elements that occurred at Time t2;
T is the time axis; f(x) is a function for converting
an element x of A into that of A′.

pile driver

Future Task

• To define linguistic units suitable for each era

• To develop a dictionary for machine analysis

→ it allows us syntagmatic and paradigmatic analyses

Conclusion

• Addressed basic concepts and framework of

diachronic corpus

• Illustrated the serial comparison model for

historical analysis

→ Lexical differences between any two groups of texts.

1
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Design of Serial Comparison Model for the Diachronic Corpus Study of Japanese
Hilofumi Yamamoto
Tokyo Institute of Technology

Makiro Tanaka
National Institute for Japanese Language and
Linguistics, Japan (NINJAL)

Yasuhiro Kondo
Aoyama Gakuin University

• Development of Diachronic Corpus by NINJAL; 2009–13, 4 year project.

• Collection of classical Japanese literary works from 9th century to 12th century

• A Case Study: use of Sakura (cherry blossoms) in Mt.Yoshino: a comparison of two poem anthologies

桜
Sakura
and

吉野
Yoshino
a place name

in Nara prefecture

Kokinshū (ca. 905)
300 YEARS

⇐ DIACHRONY ⇒ Shinkokinshū (1205)

Lexical Modeling of Yamabuki, (Japanese Kerria)

in Classical Japanese Poetry Hilofumi Yamamoto
Tokyo Institute of Technology

• Ide town in Kyoto is famous for

its appearance in classical Japanese poety.

(ca. 10th century; the Heian period)

Kerria• The Ide -Frog -Kerria combination is

known as the GOLDEN RATIO of

Classical Japanese Poetry.

Ide (place name)

*1

*2
*1(http://hukumusume.com/douwa/pc/minwa/03/03.htm) *2(http://mkfarm.blog118.fc2.com/blog-entry-27.html)

• In addition, we discovered the hub node term yahe

(eightfold) which plays a major role in connecting

a topic word with other peripheral words but is not

recorded in any poetic dictionaries.
山吹 (44/44/44, 5.37) cw > 2.50 K:1-8 U:1 L:0.00 M:7 Z:1.00 
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Lexical Modeling of Yamabuki, Japanese Kerria
in Classical Japanese Poetry

Hilofumi Yamamoto / Tokyo Institute of Technology
yamagen@ryu.titech.ac.jp

Introduction
• We conduct a lexical study of classical Japanese poetry using network modeling.

• The terms yamabuki (kerria), kahazu (frog), and Ide (placename) are contained in some poetic dictionaries

as entry items or collocations, and we have confirmed that they have strong relationships with each other.

• We have discovered the hub node term yahe in network models. The term yahe is, however, not recorded

in any poetic dictionaries even as a single term.

Material: Hachidaishū
the eight anthologies compiled by the order

of Emperors (ca. 905–1205), which contains

about 9,500 poems.

Calculation methods:

w(t, d)=(1+log tf(t, d)) · idf(t)
cw(t1, t2, d)=(1+log ctf(t1, t2, d)) · cidf(t1, t2)

cidf(t1, t2)=
√

idf(t1) · idf(t2)

idf(t)=log
N

df(t)

Figure 1:
The picture of “Yamabuki To Kahazu”
(kerria and frog) by Hiroshige Uta-
gawa (http://www.gekkanbijutsu.co.jp/
shop/goods/030761011.htm).

Result

蛙 (15/15/15, 6.45) cw > 2.50 K:1-8 U:1 L:0.00 M:7 Z:1.00 

山吹蛙10

井手

4

鳴く

9

移ろふ

3

神無備川

1

花 7

5

10

集く

1

閉づ1

漁る

1

3

1

流石に

1

忍ぶ

2

菱

1

浮葉

1
水錆

1

1

1

1
1

1

1

1
1

1

県

11

井戸
1

1
1

3

都人

1

1
1

諸声
1

1

浮草

1

騒ぐ

1

池

1

1

1

夫

11

1

1

沼水

1

1

宜

1

盛る1

岸

1

7

今

3

小田

1

1

里人

1

1

沢水1

隠れ沼
1

1

九重

1

1

折

1

Figure 2: Graph model of kahazu (蛙, frog)

before pruning node蛙.

蛙 (15/15/15, 6.45) cw > 2.50 K:1-8 U:1 L:0.00 M:7 Z:1.00 

山吹

井手

4鳴く
9

移ろふ
3 神無備川

1

花
7

菱
浮葉1

水錆

1

閉づ

1

漁る

1 1
1

1

1
1

県

1

井戸

1

1

都人

1

1

3

諸声

集く

1

浮草

1

騒ぐ
1

池

1

1

1

1

沼水

1 宜

1

盛る

1

岸

1

夫

1

小田

流石に

1

里人

1

隠れ沼 1

九重

1

折

1

Figure 3: Graph model of kahazu (蛙, frog)

after pruning node蛙.

山吹 (44/44/44, 5.37) cw > 2.50 K:1-8 U:1 L:0.00 M:7 Z:1.00 
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Figure 4: Graph model of Yamabuki: a core node,山吹 yamabuki, is pruned. kahazu

(蛙, frog), Ide (井手, place name, proper name), and yahe (八重, eightfold
or double flower) are observed as hub nodes.

A minor term yahe (eightfold) can be shown as a hub node which plays a major role in connecting a topic word with other peripheral

words which support/demonstrate poem stories. These minor words are not seen in poetic term dictionaries.

Conclusion
1. Discern not only patterns described by experts but also patterns

yet undescribed, and

2. Identify not only specific or tangible words but also abstract or

conceptual words which have a tendency to be left out of dictio-

naries.
Figure 5: Single petal (left), white petal (center), and plena

petal (right) of yamabuki. (http://mkfarm.blog118.
fc2.com/blog-entry-27.html)
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Development of an Asymptotic Word Correspondence
System between Classical Japanese Poems and their
Modern Translations

Hilofumi Yamamoto∗† Hajime Murai† Bor Hodošček‡
∗ University of California, San Diego †Tokyo Institute of Technology ‡Meiji University

Introduction
• This project will develop an automatic word alignment system for parallel texts comprising of Classical Japanese poems

and their associated modern translations.

• By using these parallel texts, we will clarify the details of language change within Japanese in an objective procedural

manner that is not influenced by human observations.

• Our aim is to develop a thesaurus of classical Japanese poetic vocabulary using the system.

Problem
What is Waka?

Tatsuta-Hime.. (5 syllables)
tamukuru KAMI no (7)
arebakoso (5)
aki no konoha no (7)
nusa to chirurame (7)

because Princess Tatsuta
has a god to whom she offers brocades,
the leaves of trees
in autumn will scatter as an offering.

1. Orthography Problem

龍田, 立田, 竜田, たつた all indicate same placename: ‘Tatsuta’ in Nara pref.

2. Unit size Problem

Does 卯の花 consist of one word or 卯/の/花 three words?

3. Attribution Problem

Is 卯の花 the name of a flower or bean curd refuse?

4. Polysemy/PUN Problem

海松藻 ‘mirume’ a kind of sea weed; also means 見る目 (human eyes).

Methods
Material: Kokinshū a.k.a. Kokinwakashū is:

the first anthology compiled by the order of Emperor Daigo

(ca. 905), which contains about 1,100 poems. And 10 sets of

their Comtemporary Japanese Translations (CT)
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Figure 1: Dates of publication of annotations of the Kokinshū:
◦ indicates that it has CT; • indicates that it does not
include CT; ▷ indicates that it is used in this project.

Mutual Co-occurrence Rate: Murai (2010)

mcr(o, t) = p(o | t) p(t | o)
where, o indicates a token in original texts; t, a to-

ken in translation texts; mcr(o, t), the mutual co-

occurrence rate; p(o|t), the rate when a token o and t

occur at the same time in corresponding texts which

are original texts and translation texts.

→ when mcr is large enough, it will be estimated that

token o and t are contextually equivalent.

Result
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Figure 2: Distribution of Mutual Co-occurrence Rate: original
text Kokinshū and ten sets of its translation texts.

Good or poor estimated pairs

Table 1: Good estimated pairs and poor estimated pairs;
the values of good pairs are the first ten items
(over 1.3); and the values of poor pair items
are the last ten items (lower 0.01).

no. good pairs poor pairs

1 鳴く 鳴く cry 異なり あの
2 風 風 wind 雫 どうして
3 世の中 世の中 此の この
4 人 人 human 随に まま
5 春 春 spring 匂ふ 美しい
6 秋 秋 autumn 見る せい
7 時鳥 時鳥 cuckoo 連れ つく
8 時鳥 ほととぎす 立ち返る 言う
9 散る 散る fall 有り つく

10 見る 見る see 有り まさしく

Conclusion
1. This project has already begun: the parallel corpus of the Kokinshū has been constructed.

2. We are now working on the development of computer software and the optimization of the calculation methods.

Reference
• Murai, Hajime. 2010 Extracting the interpretive characteristics of translations based on the asymptotic correspondence vocabulary
presumption method: Quantitative comparisons of Japanese translations of the Bible. Journal of Japan Society of Information and
Knowledge Vol. 20, No. 3, 293–310.
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Development of an Asymptotic Word Correspondence System between
Classical Japanese Poems and their Modern Translations

Hilofumi Yamamoto∗*† Hajime Murai† Bor Hodošček‡
∗ University of California, San Diego †Tokyo Institute of Technology ‡Meiji University

Objectives:
The development of the THESAURUS of
Classical Japanese Poetry. (10–13th century; Heian period )

Problems:
• Unit:

• Orthography: sad!

• Attribution:

Solution:
• Using Pararell Corpora:

Original Poems and Contemporary Translation Texts

• Using Mutual Co-occurrence Ratio: mcr(o, t) = p(o|t)p(t|o))
To estimate the rate of contextual similarity between classical words
and comtemporary words.

The differences of connotations between two flowers,
plum and cherry, in classical Japanese poetry, 10th century

Hilofumi Yamamoto Tokyo Institute of Technology / University of California, San Diego

Objectives:
To reveal the connotative differences between Plum and Cherry in
Classical Japanese Poetry. (10–13th century; Heian period )

Problem:
What kind of connotative meaning does each flower contain?

a. b. c. d. e.

Solution:
•Using Pararell Corpora:

i. e. , Original Poems (OP) and Contemporary Translation (CT) Texts,

and using Network Modeling, ....

we will analyze the residuals when subtracting OP from CT co-occurrences.



The differences of connotations between two flowers,
plum and cherry, in classical Japanese poetry, 10th century.
Hilofumi Yamamoto Tokyo Institute of Technology

Introduction
• This project addresses an analysis of connotations of flowers in classical poetry: i. e., ‘ume’ (plum) and ‘sakura’ (cherry) .

• We will identify the characteristics of two flowers by computer modeling.

• Using parallel texts of original texts and contemporary translations of classical Japanese poetry, the Kokinshū, we will clarify

the details of connotations in an objective procedural manner that is not influenced by human observations.

• The aim is to examine whether or not the residual of CT −OP gives information on the non-literal elements of OP .

Problem
1. What is the difference between ume (plum) and sakura (cherry)?

2. What kind of connotations does each flower contain?

3. Which picture is that of cherry flowers?

a. b. c. d. e.

Methods
Material: Kokinshū a.k.a. Kokinwakashū is:

the first anthology compiled by the order of Emperor Daigo

(ca. 905), which contains about 1,111 poems. And 10 sets of

their Contemporary Japanese Translations (CT)
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Fig. 1: Dates of publication of annotations of the Kokinshū: ◦
indicates that it has CT; • indicates that it does not
include CT; ▷ indicates that it is used in this project.
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R = CT - OP
where, CT , Contemporary translation Texts; OP , Origi-
nal classical Poetry texts; R indicates a residual obtained
by subtracting elements of OP from those of CT .

Fig. 2: Schema of relationship between the
original poem texts (OP ) and the
contemporary translation texts (CT )
based on Schramm (1954).

Result

plum (20/20,3.91): OP cw.>5.6;
non-dist=off; idf=on(2)
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Fig. 7: Combined Network Model
of Plum and CherryConclusion

• It will be necessary to examine not only common nouns but also the distinctive characters of
proper nouns in order to further examine the connotative associations of poetic vocabulary.

• We observed proper nouns such as place names, Kurabu, Tatsuta, Otowa, Yoshino
in the network models of common nouns, and concluded that they seem to strongly influence the associations of poetic vocabulary.

• The relative salience clearly indicates that both ume (plum) and sakura (cherry) share Kurabu yama (Mt.Kurabu), which comprises
a cluster of nodes in the sub-network.
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• Schramm, W. L. 1954. How communication works. The process and effects of mass communication. 3–26. University of Illinois Press.

• Yamamoto, H. 2006. Extraction and Visualisation of the Connotation of Classical Japanese Poetic Vocabulary. Symposium for
Computer and Humanities, 2006. The information processing society of Japan. Vo. 2006, No. 17, 21–8.
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Introduction
• This paper proposes to further the development of a dictionary of classical Japanese poetry using pairwise term information

(Yamamoto et al., 2014).

• Information on pairwise terms between an index and related term such as “flower–spring” is not included within traditional

modern and classical Japanese dictionaries, even though this information connects terms with their contexts in a transparent

way and thus offers an unbiased method for inferring the meaning of old Japanese terms.

• An R package for the analysis of linked communities in networks, linkcomm (Kalinka and Tomancak, 2011), is used to extract

subordinate terms. Average, McQuitty, and single linkage methods are evaluated for the quality of their extraction of subordinate

clauses of terms representing the ‘cherry’, ‘plum’, and ‘orange’ flowers. All methods extracted similar subordinate terms, which

were quite natural in the context of classical Japanese poetry.

Problem
1. Many scholars of Japanese poetry have tried to explain poetic vocabulary based on their intuition and experience.

2. As scholars can only describe constructions that they can consciously point out, those that they are unconscious

of will NEVER be uncovered. ⇒ In order to conduct more exact and unbiased descriptions:

1) using computer-assisted descriptions;

2) using co-occurrence weighting methods on corpora of Japanese poetry; and

3) using linkcomm R package, extract the lists of words grouping sub communites.

⇒ allows one to BETTER GRASP the construction of poetic words.

Methods
Calculation: Linkcomm (Kalinka and Tomancak, 2011) for sub communities of three flowers:

ume (plum), sakura (cherry), and tachibana (mandarin orange).

Material: Hachidaishū (ca. 905–1205) from Kokkataikan (Shin-pen Kokkataikan

Henshū Committee, 1996), Nijūichidaishū database published by NIJIL (Nakamura et al., 1999),

Shin-Nihon Koten Bungaku Taikei (Kojima and Arai, 1989), and Shin-kokinshū (Kubota, 1979).

a.

b.

c.

Result
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Table 1: Sub-clusters of orange.

average mcquitty single
(.43) (.43) (.38)

No. node edge node edge node edge

1 mukashi (old days) 7 mukashi 7 mukashi 5
2 nihofu (smell) 6 nihofu 6 nihofu 4
3 kaze (wind) 5 kotoshi 4 yume 4
4 yume (dream) 5 atari 4 kaoru 3
5 kotoshi (this year) 4 matsu 4 kotoshi 3
6 atari (aroud) 4 kaze 4 somu 3
7 matsu (to wait) 4 yume 4 samidare 3
8 kaoru (fragrance) 3 somu 3 ori 3
9 samidare (summer rain) 3 kaori 3 makura 3
10 somu (to dye) 3 yami 3 omohine 3

1

Conclusion
• Pairwise term information generated by the community centrality procedure works well.

• R package “linked communities” could extract proper sub cluster terms which contribute to the description of

classical Japanese poetry.
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of Japan. Vol. 2014, No. 3, 157–62.
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Development of the Dictionary of Poetic Japanese Description

Hilofumi Yamamoto
Tokyo Institute of Technology

Bor Hodošček
Osaka University

Objectives:
To develop the dictionary of YAMATO Japanese description.

(10–13th century; Heian period )
Problem:
• Missing an unbiased method for inferring the meaning of old languages.

• Pairwise terms such as ‘flower-spring’ are NOT included in dictionaries.

QUIZ: which picture was taken in winter?

A. B. C.

Solution:

• Using linkcomm, the calculation of sub

communities, we extract pairwise terms

(index–relating term).
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And more...

Examine the possibility of word embedding spaces (Word2Vec) to explain the semantic 

relationships between classical Japanese poetic terms within the Hachidaishū poem anthology.
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Introduction
Word embedding methods such as Word2Vec (Mikolov et al., 2013; Le and Mikolov, 

2014) have been shown effective in extracting semantic knowledge from large corpora.

Problem
Can word embeddings trained on the Hachidaishu encode enough semantic information to 

find subordinate words via their superordinate concept?

Quantify the relationship between the content of a word and its word embedding vector.

Examine the possibility of word embedding spaces to explain the semantic relationships 

between classical Japanese poetic terms.

Materials
Hachidaishū: classical Japanese poem anthologies compiled under decree by Emperors 

(ca., 905―1205), comprising approximately 9,500 poems and 159,183 tokens (Source: 

KokkakaitanNijūichidaishū database published by NIJIL).

Methods

In order to examine the notable relationships between ‘ka’ (fragrance), ‘chiru’(fall), we 

look at the cosine similarity scores between terms in the word embedding space 

generated by Word2Vec.

Conclusion
Word embeddings allowed us to extract specific subordinate words based on the 

superordinate concept of classical terms → when the distance between two terms such as 

‘tachibana’ (orange) and ‘natsu’ (summer) is close enough, the superordinate concept A 

indicates the subordinate concept a.
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Each poem is tokenized into lemma forms by kh (Yamamoto, 2007) which divides poem 

texts into tokens using a classical Japanese dictionary.

50-dimensional skip-gram model with negative sampling, context window covering the 

whole poem using Gensim 2.3.0 (Řehůřek & Sojka, 2010). 

We could therefore verify that it allows us to extract the concrete name from its 

superordinate concept.

Results
‘ka’ (fragrance) is related to ‘ume’ (plum) (replicating Mizutani, 1983).

Falling flowers denote ‘sakura’ (cherry) and not ‘ume’ (plum); ‘sakura’ (cherry) relates to 

chiru (fall), which indicates that people at the time lamented falling sakura (falling cherry 

blossom petals) (replicating p. 84 in Katagiri, 1983).

Subtracting tachibana out from the summer vectors reveals a vector space devoid of 

relationships between natsu (summer) and hana (flower). These relational expressions 

(summer + flower; summer + flower - tachibana) reproduce our current understanding of 

the relationships between flowers and seasons as well as some emotions associated with 

them in the word embedding space.
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Introduction

← more generic more specific →

• P: Hairball effect or spoke effect (Yamamoto 2005)
• P: Difficult to observe all word adjacency features.
• O: Checking the distribution of cooccurrence

weight (Yamamoto 2006)
• G: Drawing clear figures and extracting function words.
• S: Cooccurrence weight is like the mean

value of two person’s weights.

light heavy
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Methods
Material: the Hachidaishū (ca. 905–1205)

Calculation of Cooccurrence Weight: cw

We need the process of untangling hairball to obtain a clear graph model.(Nocaj
et al. 2014)

One of the methods used in Hodošček and Yamamoto (2013) exploited the
occurrence not of individual words but of pairwise or cooccurrence patterns
such as‘ fragranceflower ’relationships and revealed that the distribution
of cooccurrence weights in modern Japanese texts approximately fitted a
Gaussian curve. In this study, we will attempt to expand this analysis to
classical texts by utilizing the characteristics of the Gaussian distribution to
automatically group words into three clusters of cooccurrence patterns. We
will show the differences between each of the three by visualizing with graph
models.

2 Methods

We use the Hachidaishū as the material of the present study, which comprises
the eight anthologies compiled under order of the Emperors (ca. 9051205)
and contains about 9,500 poems. We developed the corpus and a method of
cooccurrence weighting similar to the tf-idf method, cw (Yamamoto 2006),
which calculates the weight of patterns of any two words occurring in a poem
sentence (Spärck Jones 1972, Robertson 2004, Manning and Schütze 1999,
Rajaraman and Ullman 2012).

w(t, d) = (1+log tf(t, d)) · idf(t)
cw(t1, t2, d) = (1+log ctf(t1, t2, d)) · cidf(t1, t2)
cidf(t1, t2) =

√
idf(t1) · idf(t2)

idf(t) = log
N

df(t)

Where w is a weight, t a token, and N the number of tokens. The
function idf is called the “inverse document frequency.”(Spärck Jones 1972,
Robertson 2004, Manning and Schütze 1999) The function cw is called the
“co-occurrence weight,” which allows us to examine the patterns of poetic
word constructions through mathematical modeling.

As in Fig. 1, there is a concept (Losee 2001: 1019) of terms located in
each layer being effective query terms. Luhn (1968) cuts the top and bot-
tom words of the frequency and uses mid-range vocabulary for the devel-
opment of an automatic outline generation system.(Fig. 1) Nagao (1983: 28)
also mentioned mid-range vocabulary to be effective in generating automatic
abstracts. Nagao (1983)’s viewpoint is slightly different with Luhn (1968) in

2

Bell curve~Distribution of cw becomes Bell curve.
ring!ring!
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Figure 1: Bell curves

Table 1: Upper cutoff patterns of ame (sakura): cw = co-occurrence weight; z = z-value
(normalized value of frequency). word annotations: ari(be), ba(cond.), ha(topic.),
hana(flower), hito(human), keri(past.), ki(past.), koso(emphatic.), miru(see), mo
(also), nasi(no exist), nu(neg.), o(obj.), omou(think), ramu(aux.will), su(do), te(p.),
to(and), ware(we), zo(emphatic.), zu(neg.)

cw z pattern cw z pattern cw z pattern

1 0.62 -0.91 mo–keri 11 0.59 -0.96 nasi–ha 21 0.52 -1.05 nu–o
2 0.62 -0.92 hana–o 12 0.57 -0.98 o–ramu 22 0.52 -1.05 o–zo
3 0.62 -0.92 o–koso 13 0.57 -0.98 mo–ramu 23 0.52 -1.05 miru–o
4 0.60 -0.94 zu–keri 14 0.57 -0.98 ha–ki 24 0.48 -1.09 ba–mo
5 0.60 -0.94 su–ha 15 0.56 -1.00 zu–mo 25 0.48 -1.09 o–keri
6 0.60 -0.94 to–ba 16 0.56 -1.00 o–te 26 0.43 -1.16 zu–ha
7 0.59 -0.96 ari–ha 17 0.55 -1.01 hito–mo 27 0.43 -1.16 to–o
8 0.59 -0.96 ari–mo 18 0.54 -1.02 zu–te 28 0.43 -1.16 te–ha
9 0.59 -0.96 ware–mo 19 0.52 -1.05 zo–ha 29 0.34 -1.27 o–ha

10 0.59 -0.96 nasi–o 20 0.52 -1.05 omou–o 30 0.34 -1.27 o–mo

as well as in classical texts (Fig. 2). Therefore we will attempt to divide this
shape into three layers by inflection points.

The co-occurrence patterns of sakura (cherry) under -0.9 (near -1) cw
value are adjacent patterns comprising function words, and over 1 cw value
are those of the patterns with content words as we expected (Table 1 and
2). As for the upper cutoff, we used an under -0.9 (near -1) σ value of
cw, which could extract patterns of functional tokens: almost all patterns
included functional words, while as lower cutoff, we used over 1 σ values,
which could extract patterns of content tokens: almost all patterns included
content words. Both under -1 and over 1 σ are regarded as inflection points
which have mathematically interesting property.

4 Discussion

Inflection points are defined as the points on the curve where the curvature
changes its sign while a tangent exists.(Bronshtein et al. 2004: 231) We con-
sider the threshold values that separate upper cutoff, mid-range, and lower
cutoff not as coincidental but as evidential points. It is, however, necessary to
conduct further experiments and continue to discuss the mathematical traits
behind the distributions of cooccurrence weights. In terms of removing the
low-range (upper cutoff) and extracting the high-range (lower cutoff) from
poetic texts, we found that we do not need to use any filters to eliminate
terms, since cw values returned semantically cooccurring patterns. Apart
from low-range and high-range, the characteristics of the mid-range lexical
layer are still unknown.

4

Table 2: Lower cutoff patterns of ame (sakura) in Kokinshū: 30 out of 164 patterns
extracted; cw = co-occurrence weight; z = z-value (normalized value of fre-
quency) word annotations: ba(cond.), bakari(only), besi(should be), chiru(fall),
fukakusa(deepgreen), hana(flower), isa(already), kakusu(hide), katu(win), koku(pull),
komoru(go deep inside), magiru(mix), makasu(entrust), maku(wind up), manimani(as
it is), masi(as), mazu(mix), me(eye), minami(south), miyako(city), mono(thing),
nagara(even if), sakura(cherry), si(emphasic.), sumi(black ink), tatu(start,stand),
tazumu(being around), tu(past.), uturou(change), watasu(give), yamakaze(mountain
wind), yamu(stop), yanagi(willow), yononaka(world)

cw z pattern cw z pattern

1 3.86 3.18 yamu–manimani 106 2.38 1.31 si–fukakusa
2 3.75 3.04 minami–magiru 107 2.38 1.31 sakura–hana
3 3.67 2.93 minami–maku 108 2.38 1.31 sakura–isa
4 3.61 2.86 maku–magiru 109 2.38 1.31 sakura–ba
5 3.42 2.62 yanagi–koku 110 2.38 1.30 sakura–me
6 3.38 2.57 yamu–makasu —
7 3.38 2.56 mazu–koku 155 2.17 1.04 chiru–katu
8 3.27 2.43 yanagi–mazu 156 2.17 1.04 bakari–sumi
9 3.26 2.42 sakura–yamu 157 2.16 1.03 maku–besi

10 3.25 2.40 minami–yamakaze 158 2.16 1.03 tatu–maku
– 159 2.16 1.03 tatu–tazumu

101 2.40 1.33 uturou–komoru 160 2.16 1.03 tazumu–tu
102 2.40 1.33 sakura–watasu 161 2.16 1.03 miyako–sakura
103 2.40 1.33 katu–nagara 162 2.16 1.02 kakusu–si
104 2.39 1.32 sakura–masi 163 2.14 1.00 yononaka–sakura
105 2.39 1.31 sakura–makasu 164 2.14 1.00 mono–sakura

5 Conclusion

Using the distribution characteristics of cooccurrence weights, we were able
to classify cooccurrence patterns into three layers of cooccurrence patterns:
high-, mid-, and low-range patterns.

We found that 1) the distribution of classical texts fits a Gaussian curve
as well as in modern texts; 2) the cw value can separate patterns into three
layers (low-, mid-, and high-range) using inflection points (-1σ and 1σ); 3)
of the three layers, the high-range could be extracted without a list of stop
words; 4) the mid-range lexical layer might include mathematical traits not
yet revealed in the present study.
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Figure 4: Only with Content TailConclusion
1) the distribution of classical texts fits a Gaussian (Bell) curve as well as in modern texts (Hodošček and Yamamoto 2013);
2) the cw value can separate patterns into three layers (low-, mid-, and high-range) using inflection points (-1σ and 1σ);
3) of the three layers, the high-range could be extracted without a list of stop words;
4) the mid-range lexical layer might include mathematical traits not yet revealed in the present study.
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An Analysis of the Differences Between Classical and Contemporary
Poetic Vocabulary of the KokinshūHilofumi Yamamoto

Tokyo Institute of Technology
Bor Hodošček
Osaka University

What we examined is: What we calculated is:

R=CT−OP
Contemporary Translations Original PoemsThe amount of Residuals

Even if translators said that they translated poems using word by word methods, ...

Over 46% (mean*) of text is translator added information.
*Maximum value: 80%

Conclusion:

it is impossible to convert the contents in the ancient language
into only their equivalents in the modern language.

Implication:

R may include something ..
which we should investigate without our intuition.
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Table 1: Summary of the contemporary Japanese translations

translation work (year) pages manuscript method

Kaneko (1933) 1105 Teika word-for-word
Kubota (1960) 1449 Teika word-for-word
Matsuda (1968) 1998 Teika not mentioned
Ozawa (1971) 544 Teika wording changed
Takeoka (1976) 2278 Teika word-for-word
Okumura (1978) 434 Teika intention oriented
Kyūsojin (1979) 1260 Teika words added
Komachiya (1982) 407 Teika not mentioned
Kojima and Arai (1989) 483 Teika not mentioned
Katagiri (1998) 3022 Teika word-for-word

BG-01-2030-01-030-A-かみ-神 (god)
↑ ↑ ↑
G F E
↓ ↓ ↓

BG-01-2030-01-250-A-ほとけ-仏 (Buddha)

Fig. 2: Level of matching elements: group matching (G); field matching (F); exact matching
(E); each level is evaluated by the length of corresponding characters of meta-codes
from the first letter.

3 Results
Table 2 indicates a calculation of the components of OP(298). OP(298) refers to a poem
by Prince Kanemi. CT(298, koma), in turn, refers to the translation of the 298 poem
by Teruhiko Komachiya in 1982. 12 elements out of 16 (75 percent) are matched in
CT(298, koma). One element out of 16 is matched at the field level, and two elements
out of 16 are matched at the group level in CT(298, koma). One element of OP(298) does
not match the elements of CT(298, koma). If we assume that matched elements at all the
three levels express in CT(298, koma), then 15 elements (94 percent) of OP(298) express
as the elements in CT(298, koma). If we assume that matched elements at all the three
levels are expressed in CT(298, koma), then 15 elements (94 percent) of OP(298) are
expressed as the elements in CT(298, koma). The remaining 6 percent of elements of
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+-------- pair No.
| +----- value of matching level, exact=17, field=13, group=10
| | +-- POS No.
| | |
| | | OP element No.+ +- CT element No.
| | | OP element + | | CT element
| | | | | | |
1 17 11 *tatsutahime 00 <-> 12 *Tatsutahime (pn.Tatsutahime)
2 17 47 te 04 <-> 25 te (hand)
3 17 47 mukeru 05 <-> 26 mukeru (toward)
4 17 2 kami 06 <-> 32 kami (god)
5 10 61 no 07 <-> 33 ga (SUB)
6 17 47 ari 08 <-> 34 aru (be)
7 10 64 ba 09 <-> 35 kara (because)
8 17 65 koso 11 <-> 36 koso (EM)
9 17 2 aki 12 <-> 38 aki (autumn)
10 17 71 no 13 <-> 39 no (CON)
11 17 2 konoha 14 <-> 40 konoha (leaf of tree)
12 17 2 nusa 19 <-> 45 nusa (present)
13 17 61 to 20 <-> 46 to (CRD)
14 17 47 chiru 21 <-> 49 chiru (fall)
15 13 74 ramu 22 <-> 54 u (CJR)

Fig. 3: An example of the alignment of the matched elements between OP(298) and
CT(298, koma). Each line consists of the matched pair ID number (1), the
matching level indicated by the value (17), ID number of POS (11) which
indicates a place name, OP element (*tatsutahime), ID number of OP element,
ID number of CT element, CT element (*Tatsutahime), and the glossary; *
written in different kanji.

Table 2: Result of subtracting the elements of OP(298) from those of CT(298,

koma): it indicates the ratio of the ingredients of OP(298).

OP (valid number of element) = 16

E (ratio of exact match) 12/16 = 0.750

F (ratio of field match) 1/16 = 0.062

G (ratio of group match) 2/16 = 0.125

T (ratio of total match) 15/16 = 0.938

U (ratio of unmatched OP) 1 - T = 0.062

OP(298) do not match against any elements in CT(298, koma). None of the ten modern
language translations could be fully expressed with the ancient language. The amount
of added information was 80 percent higher than the original.(Table 4) The differences
between the theoretical and experimental values were at most 8 percent. Those were
rare cases, and in general accounted for around 4 percent.

4 Discussion
Based on the analysis of the differences between the two, we assume that translators
attempted to express some cultural elements unfamiliar to modern people. Table 3 is
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Exact  12 (75.0%)

Field  1 (6.2%)

Group  2 (12.5%)

Unmatched  1 (6.2%)

W  12 (29.3%)

P1  3 (7.3%)

P2  1 (4.0%)

D  25 (59.5%)

OP     : 16 elements CT            : 41 elements(298) (298,koma)

Fig. 4: Pie-charts illustrating the components of OP(298) and CT(298, koma): the ratio of
purely added components is estimated based on the number of elements in common
in OP and CT.

operation will be supported. In the case of the values between OP(298) and CT(298,

koma), the theoretical value is 0.610, the practical value is 0.595, and their discrepancy
is 0.015, which means the two values are very close.

5 Conclusion
The current paper discussed the differences between the original poems of the
Kokinshū and its translations. We attempted to classify the components of both
OP and CT to examine whether or not CT includes added elements, which are
the non-literal elements of OP. After subtracting the matched elements between
OP and CT from CT, the presence of a residual indicated that CT includes newly
added elements. It shows that it is impossible to convert the contents in the ancient
language into only their equivalents in the modern language.
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ence of expressions on the same information”, Mathematical Linguistics, Vol. 18, No. 3,
pp. 136–144.
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Kokinshū and its translations. We attempted to classify the components of both
OP and CT to examine whether or not CT includes added elements, which are
the non-literal elements of OP. After subtracting the matched elements between
OP and CT from CT, the presence of a residual indicated that CT includes newly
added elements. It shows that it is impossible to convert the contents in the ancient
language into only their equivalents in the modern language.
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Fig. 1: Flowchart of data processing

Table 1: Summary of the contemporary Japanese translations

translation work (year) pages manuscript method

Kaneko (1933) 1105 Teika word-for-word
Kubota (1960) 1449 Teika word-for-word
Matsuda (1968) 1998 Teika not mentioned
Ozawa (1971) 544 Teika wording changed
Takeoka (1976) 2278 Teika word-for-word
Okumura (1978) 434 Teika intention oriented
Kyūsojin (1979) 1260 Teika words added
Komachiya (1982) 407 Teika not mentioned
Kojima and Arai (1989) 483 Teika not mentioned
Katagiri (1998) 3022 Teika word-for-word

BG-01-2030-01-030-A-かみ-神 (god)
↑ ↑ ↑
G F E
↓ ↓ ↓

BG-01-2030-01-250-A-ほとけ-仏 (Buddha)

Fig. 2: Level of matching elements: group matching (G); field matching (F); exact matching
(E); each level is evaluated by the length of corresponding characters of meta-codes
from the first letter.

3 Results
Table 2 indicates a calculation of the components of OP(298). OP(298) refers to a poem
by Prince Kanemi. CT(298, koma), in turn, refers to the translation of the 298 poem
by Teruhiko Komachiya in 1982. 12 elements out of 16 (75 percent) are matched in
CT(298, koma). One element out of 16 is matched at the field level, and two elements
out of 16 are matched at the group level in CT(298, koma). One element of OP(298) does
not match the elements of CT(298, koma). If we assume that matched elements at all the
three levels express in CT(298, koma), then 15 elements (94 percent) of OP(298) express
as the elements in CT(298, koma). If we assume that matched elements at all the three
levels are expressed in CT(298, koma), then 15 elements (94 percent) of OP(298) are
expressed as the elements in CT(298, koma). The remaining 6 percent of elements of
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+-------- pair No.
| +----- value of matching level, exact=17, field=13, group=10
| | +-- POS No.
| | |
| | | OP element No.+ +- CT element No.
| | | OP element + | | CT element
| | | | | | |
1 17 11 *tatsutahime 00 <-> 12 *Tatsutahime (pn.Tatsutahime)
2 17 47 te 04 <-> 25 te (hand)
3 17 47 mukeru 05 <-> 26 mukeru (toward)
4 17 2 kami 06 <-> 32 kami (god)
5 10 61 no 07 <-> 33 ga (SUB)
6 17 47 ari 08 <-> 34 aru (be)
7 10 64 ba 09 <-> 35 kara (because)
8 17 65 koso 11 <-> 36 koso (EM)
9 17 2 aki 12 <-> 38 aki (autumn)
10 17 71 no 13 <-> 39 no (CON)
11 17 2 konoha 14 <-> 40 konoha (leaf of tree)
12 17 2 nusa 19 <-> 45 nusa (present)
13 17 61 to 20 <-> 46 to (CRD)
14 17 47 chiru 21 <-> 49 chiru (fall)
15 13 74 ramu 22 <-> 54 u (CJR)

Fig. 3: An example of the alignment of the matched elements between OP(298) and
CT(298, koma). Each line consists of the matched pair ID number (1), the
matching level indicated by the value (17), ID number of POS (11) which
indicates a place name, OP element (*tatsutahime), ID number of OP element,
ID number of CT element, CT element (*Tatsutahime), and the glossary; *
written in different kanji.

Table 2: Result of subtracting the elements of OP(298) from those of CT(298,

koma): it indicates the ratio of the ingredients of OP(298).

OP (valid number of element) = 16

E (ratio of exact match) 12/16 = 0.750

F (ratio of field match) 1/16 = 0.062

G (ratio of group match) 2/16 = 0.125

T (ratio of total match) 15/16 = 0.938

U (ratio of unmatched OP) 1 - T = 0.062

OP(298) do not match against any elements in CT(298, koma). None of the ten modern
language translations could be fully expressed with the ancient language. The amount
of added information was 80 percent higher than the original.(Table 4) The differences
between the theoretical and experimental values were at most 8 percent. Those were
rare cases, and in general accounted for around 4 percent.

4 Discussion
Based on the analysis of the differences between the two, we assume that translators
attempted to express some cultural elements unfamiliar to modern people. Table 3 is

3

JADH2019-yamagen05 JADH 2019 Preprint Version: 2019/07/19 09:10

an example of a calculation which indicates the components of CT(298, koma). CT(298,

koma) uses the same 12 elements as OP(298). The total number of elements of CT(298,

koma) is 41; thus 29 percent of CT(298, koma) is calculated as the component of OP(298).
The rest of CT(298, koma), 71 percent, is considered as added annotated text. Ratio A,
however, does not consist only of newly added components: it should be deconstructed
into three kinds of components: 1) the first level of the paraphrased component, P1,
which can be estimated from the ratio of the elements of the field match F and the
group match G; 2) the second level of the paraphrased component, P2, which can be
estimated from the ratio of the unmatched elements, since even unmatched elements
are assumed to be somehow translated into CT; and 3) the purely added component,
D, which can be estimated from the ratio of the annotation minus P1 and P2.(Figure 4)
If the estimation from the subtraction of elements of OP from those of CT is correct,

the practical value, D, can be close to the theoretical value, H, and the validity of the

Table 3: Component of CT in case of KKS 298 by Komachiya (1982): fabs(D-H) stands for
the function of the absolute value of the practical value, D, minus the theoretical
value, H.

CT (valid number of element) = 41

W (ratio of original word use) 12/41 = 0.293 (E/CT)

A (ratio of annotation) 1-0.293 = 0.707 (1-W)

---breakdown of the annotation---

P1(ratio of FG paraphrased) (0.62+0.12)/0.707 = 0.073 (F+G)/A

P2(ratio of U paraphrased) (0.707-0.073)*0.062 = 0.040 (A-P1)*U

D (ratio of purely added) 0.707-(0.073+0.040) = 0.595 A-(P1+P2)

H (theoretical value of D) 1-16/41 = 0.610 1-OP/CT

Gap fabs(0.595-0.610) = 0.015 fabs(D-H)

Table 4: Amount of added information (N=1000)

alignment subtraction
translator min. mean (SD) max. min. mean (SD) max.

1 Kaneko 0.16 0.53 (0.09) 0.80 0.18 0.49 (0.09) 0.73
2 Katagiri 0.21 0.49 (0.08) 0.71 0.16 0.44 (0.08) 0.68
3 Kojima Arai 0.15 0.46 (0.09) 0.74 0.10 0.41 (0.10) 0.69
4 Komachiya 0.12 0.44 (0.08) 0.72 0.11 0.39 (0.08) 0.67
5 Kubota 0.15 0.45 (0.09) 0.77 0.13 0.40 (0.09) 0.72
6 Kyusojin 0.10 0.47 (0.08) 0.73 0.11 0.42 (0.08) 0.69
7 Matsuda 0.00 0.44 (0.09) 0.77 0.07 0.39 (0.09) 0.69
8 Okumura 0.06 0.44 (0.08) 0.75 0.11 0.41 (0.08) 0.72
9 Ozawa 0.10 0.46 (0.08) 0.72 0.20 0.44 (0.07) 0.70

10 Takeoka 0.11 0.42 (0.10) 0.74 0.06 0.38 (0.10) 0.69

mean 0.12 0.46 (0.03) 0.74 0.12 0.42 (0.03) 0.70
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二十一代集シソーラスのための漸近的語彙対応システムの開発
山 元 啓 史 †∗ 村 井　源 † ホドシチェク ボル ‡
†東京工業大学 ∗ カリフォルニア大学サンディエゴ校 ‡大阪大学

目的

• 本プロジェクトの目的は、和歌用語のシソーラスを開発することである。
• 本研究では、そのための語彙の自動対応づけシステムの開発を行う。
• 和歌とその現代語訳 10種を用いてパラレルコーパスを作成し、対応づけに用いる。
• 将来的には、これを利用して、客観的な基準による語彙の分類と言語変化の探究を行う。

問題

和歌とは何か？

立田姫
手向くる神の
あればこそ
秋の木の葉の
幣と散るらめ

1. 表記の問題
龍田, 立田, 竜田, たつた

2. 単位の問題
卯の花？ 卯/の/花？

3. 所属の問題
「卯の花」は植物か食品か？

4. 掛詞の問題
「海松藻（みるめ）」と「見る目」？

方法
材料: 古今和歌集 (905年頃)とその現代語訳 10種
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図 1: 古今集の注釈本の出版年。◦ は現代語訳が掲載されているもの。• は
現代語訳が掲載されていないもの。▷ は本研究で用いられたもの。

Mutual Co-occurrence Rate: 村井 (2010)

mcr(o, t) = p(o | t) p(t | o)

ただし、o はオリジナル（和歌）の単語。t は現代語訳の単
語。mcr(o, t) は相互共出現率。p(o|t) は、オリジナルと現
代語訳の対応する２つの文に注目した時、単語 o と 単語 t

が同時に出現した割合。
→ mcr(o, t)の値が、十分に大きい時、単語 o と単語 t は、
文脈的に一致していると推定。

結果
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図 2: 古今集と現代語訳 10種中の任意の単語対のmcr
値の分布。

表 1: 「古今和歌集」とその現代語訳 10種の単語の対応処理を実施し、
その推定値の上位、中位、下位ごとの単語の対応例

no. 上位対 (1.3以上) 中位対 (0.16より) 下位対 (0.01以下)

1 鳴く 鳴く 老ゆ 年老いる 異なり あの
2 風 風 乱る 乱れる 雫 どうして
3 世の中 世の中 来 いらっしゃる 此の この
4 人 人 問ふ 問う 随に まま
5 春 春 問ふ 訪ねる 匂ふ 美しい
6 秋 秋 名 噂 見る せい
7 時鳥 時鳥 変はる 変る 連れ つく
8 時鳥 ほととぎす 燃ゆ 燃える 立ち返る 言う
9 散る 散る 濡づ 濡れる 有り つく

10 見る 見る 難し むずかしい 有り まさしく

考察

1. 動詞:「落つ→落ちる（自動詞）」「捨つ→捨てる（他動詞）」
2. 名詞:「木綿付鳥（ゆふつけどり）→鶏」「朝な朝な→毎朝」

3. 古語固有: 機械的に、古語「名」に対して「噂」が推定できた。
4. 推定範囲: 単語対の推定が可能なのは 0.2あたりまで。

おわりに

和歌・現代語訳のパラレルコーパスを利用した単語対の推定法により、新規シソーラスに追加すべき語の決定はほぼ計算手

続きによってできるだけでなく、比喩、含意、掛詞などの和歌特有の対応づけも可能なことがわかった。

文献

• 村井源 (2010)「漸近的対応語彙推定法に基づく翻訳文の解釈的特徴の抽出: 日本語翻訳聖書の計量的比較」,『情報知識学会誌』, 第 20巻, 第 3号, 293–310.
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過去のものとなってしまった古代語の意味記述

歌ことば「橘」「梅」「桜」における関連対の抽出
ホドシチェク ボル
大阪大学
bor@lang.osaka-u.ac.jp

山元 啓史
東京工業大学
yamagen@ila.titech.ac.jp

従来の見出し語とその解説に加え...

橘
梅
桜

共出現パターンを算出

方法

結果

考察

(igraph形式)

・新編国歌大観CD-ROM版の二十一代集に相当するデータ

材料

・国文学研究資料館編集二十一代集データベース
・新日本古典文学大系本二十一代集に相当する書籍
・新潮日本古典集成の新古今集
・ヴァージニア大学日本語テキストイニシアティブ監修

（新編国歌大観編集委員会 1996）

（中村他 1999）

（小島・新井 1989, 片桐 1990, 小町谷 1990,
　久保田・平田 1994, 川村他1989, 片野・松野 1993）

（久保田 1979）

http://etext.lib.virginia.edu/japanese/

山元（2007）で下記資料を収集
　シソーラスに異なる表記を登録、正規化した

八代集
データベース

八代集
データベース

見出し語 関連語
意味・用法を記述する

語と語の関係概念
語の使われ方や意味・文脈

が推測しやすい

+
関連語・関連対の抽出

関連対の追加

（和歌毎に出現した任意２
　　語の組み合わせパターン）

（無向）エッジの重み

“主役語”

単語単位：同じ文に使われた　≠　連語が成立していた
重複したエッジ：同一語形のため多義語が一義的に扱われてしまう

・連想しやすい関連対よりも間接的な
　関連対が存在する
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可視化からみた問題点

直接的↔間接的

関連対

昔の人を思わせる香り無くなった人を思い

「橘」のリンク コミュニティ デンドログラム（群平均法）
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・和歌の短い文脈において主役語が同時に
　現れない
・関連対と類似対

歌ことば辞典の開発にあたり、従来の「見出し語とその解説」
による記述に加え、「見出し語―関連語」の形式による記述を提案し、
「橘」「梅」「桜」のコミュニティ分析によって、関連対の抽出を⾏い、
それらは実際の和歌において関連した語であることが確認できた。

結論

　　　体系的な違いが
　　ないためaverage
（群平均法）をすべて
の図で使用
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八代集「桜の花」歌における作者の分類
山元 啓史（東京工業大学） ホドシチェク ボル（大阪大学）

意義: よみ人しらず歌はすぐれた作品ばかり。
問題: 1.よみ人しらず歌の作者はわからない。

2.歌データは1首31文字のみである。
目的: 作者は特定できなくても、コミュニティ、つまり、

類似度により、誰の作品に近いかぐらいは推定したい。
方法: トピックを桜に限定し、内容語も分析に含める。

機能語は大まかな一致、たとえば「なむ」「らむ」は同じ。
名前を伏せ、６歌人の相互関係を力学モデルで表現する。

1. 2. 3. 4. 5. 6.
紀貫之 凡河内躬恒 遍照 素性 小野小町 伊勢

結果は後ほど...



八代集「桜の花」歌における作者の分類
山 元 啓 史（東京工業大学） ホドシチェク ボル（大阪大学）

はじめに
意義 よみ人しらず歌はすぐれた作品ぞろいであり、これらの歌の分類、特徴推定は有意義である。
問題 1.よみ人しらず歌の作者はわからない。2.歌データは 1首 31文字のみである。
目的 和歌の類似度によりコミュニティ（作品グループ）を推定できるかどうか。

方法
1.トピックを桜に限定*1し、内容語も分析に含める*2。
2.機能語*3は大まかな一致、たとえば「なむ」「らむ」は同じ。
3.有名６歌人による歌を材料として用い、類似度計算を行う。
4.６歌人の相互関係をデンドログラムと力学モデル*4で描画する。
5.モデルから、６歌人の相互関係が説明できるかどうかを考察する。

Table 1: 六歌人の桜歌: 小町は桜を意味する歌を選んだ。

表 1: 八代集収録の歌集一覧: 歌数は新編国歌大観による。
No. 名称 勅/院宣 成立 撰者 首

1 古今 醍醐天皇 905頃 紀友則・紀貫之・凡河内躬恒・壬生忠岑 1100

2 後撰 村上天皇 951頃 清原元輔・紀時文・大中臣能宣・源順・坂上望城 1425

3 拾遺 花山院 1007頃 花山院 1351

4 後拾遺 白河天皇 1086 藤原通俊 1218

5 金葉 白河院 1125頃 源俊頼 665

6 詞花 崇徳院 1151頃 藤原顕輔 415

7 千載 後白河院 1188 藤原俊成 1288

8 新古今 後鳥羽院 1205 源通具・藤原有家・藤原定家・藤原家隆・藤原雅経・寂蓮 1978

表 2: 6名の作者桜（花）の歌。？は生没不明。小町は桜を詠んでいないが桜を意味する歌を選んだ。

作者名
No 生没年 歌番号 歌

1a. 紀貫之 古今 049 今年より／春しりそむる／桜花／ちるといふことは／ならはさらなむ
b. 87?–945 古今 058 たれしかも／とめておりつる／春霞／たちかくすらん／山の桜を
2a. 凡河内躬恒 古今 086 雪とのみ／ふるたにあるを／桜花／いかにちれとか／風の吹らむ
b. 85?–92? 古今 358 山たかみ／雲ゐにみゆる／桜花／心のゆきて／おらぬ日そなき
3a. 遍昭法師 古今 394 山風に／桜吹まき／みたれなん／花のまきれに／立とまるへく
b. 816–890 古今 091 花の色は／霞にこめて／みせすとも／かをたにぬすめ／春の山かせ
4a. 素性法師 古今 055 見てのみや／人にかたらん／桜花／てことにおりて／いへつとにせむ
b. ???–910 古今 056 見わたせは／柳桜を／こきませて／都そ春の／錦なりける
5a. 小野小町 古今 113 花の色は／うつりにけりな／いたつらに／我身世にふる／なかめせしまに
b. ???–??? 古今 797 いろみえて／うつろふ物は／世中の／人の心の／花にそありける
6a. 伊勢 古今 061 桜花／春くははれる／としたにも／人の心に／あかれやはせぬ
b. 872–938 古今 068 みるひとも／なき山里の／桜はな／ほかのちりなん／のちそさかまし

伊勢）が比較的近い距離にあることがわかった（図

2）。和歌 1対 1で見ると素性と伊勢の歌が近く、貫

之・躬恒と小町が遠いが、1対多で見ると部分部分

で見た類似度で得られた距離とは異なることがわ

かった。Dice 係数による結果は、個々の類似度の

値は Jaccard係数とは異なるが、グラフ描画が示す

相互関係には違いは見られなかったのは、興味深い

結果である。グラフによる描画は、類似度表による

局所的な類似関係からは得られない関係が見られ、

いわば直感的である。反復再計算することにより、

ノードとノードを結びつけるエッジの重みを類似度

係数による値だけでなく引き合う力から総合的な

図が呈示された。それぞれのノードはスプリングで

できたエッジで引っ張られていると仮定する。素性

のノードを一番強く引っ張る伊勢のノードの２つの

ノードはバネ（スプリング）でできたエッジである。

他のノードが素性のノードを引っ張る力の方が伊勢

のノードが素性のノードの力より勝っていれば、素

性のノードは伊勢のノードから遠ざかる。これは、

バネ（スプリング）といった物理的なアナロジーに

基づいているので、結果を予測したり、理解するの

が簡単で、一般的には力学モデルと呼ばれている

(Kamada and Kawai 1989)。これは、たとえばデ

ンドログラム（まず最初に最も近いもの同士を結び

つける作図法）にはない特徴である。1首あたりの

テキスト量が少なく、1首に含まれる要素の偶然的

に一致する場合もあるが、多数の歌との類似度と比

較されることにより、偶然性が少なくなる。テキス

ト量は多くなくても、均一的に整備されたテキスト

同士を多重比較したため、反復計算により漸近的な

ノード接続が行われ、このような図が得られたと考

えられる。「桜」はよく詠まれる題材であり、安定し

た結果が得られたと考えられる。それに加えて、多

少類似度にゆれがあっても、総当りで反復比較した

ので、この結果が得られたとも考えられる。和歌の

要素だけで作者の分類が可能かどうかについては、

ノードの相互接続関係から、作者の集合問題を検討

すべきであろう。その上で、和歌テキストの要素だ

けで歌・作者の分類が可能ということになるのであ

れば、限られたテキストの分類問題の解決に貢献で

Jaccard(A,B) =
|A ∩ B|
|A ∪ B|

Dice(A,B) =
2|A ∩ B|
|A| + |B|

B	A	

B	A	

Fig. 1: Methods of Similarity calculations

P1: 1 今年 2 より 3 春 4 知る 5 初む 6 桜 7 花 8 散る 9 と 10 言ふ
11 こと 12 は 13 習ふ 14 ず 15 なむ..15 語

P2: 1 雪 2 と 3 のみ 4 ふる 5 だに 6 ある 7 を 8 桜 9 花 10 いかに
11 散る*と 12 か 13 風 14 の 15 吹く 16 らむ..16 語

CS: 1. と, と 2. 桜, 桜 3. 花, 花 4. 散る, 散る 5. なむ, らむ..5 語

Jaccard(p1, p2) =
5

15 + 16 − 5
(1)

= .19 (2)

Dice(p1, p2) =
2 × 5

15 + 16
(3)

= .32 (4)

結果
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Fig. 2: Construction of six poets
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Fig. 3: Dendrogram of six poets; hclust, as.dist(d)
complete.

おわりに
いずれの類似度計算においても、局所的には素性と伊勢が最も
近く、貫之と小町が最も遠くなった。力学モデルでは、古今集編
者の２名（貫之、躬恒）、僧侶・親子の２名（遍昭、素性）、女性
２名（小町、伊勢）の３つのグループにわかれた。
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古今集と新古今集の間に見られる歌ことばの変化:

「雨」と「時雨」 山元 啓史
東京工業大学

シュビーゾー グリフィン
ワシントン大学

目的

• 「時雨 (しぐれ・じう)」
• 「時雨る (しぐる)」
• 日本の各地でみられる
• 「雨」と同じかどうか？

方法

• 材料: 八代集 (905年頃–1205年)
• 雨と時雨の共出現パターンで
• 共有パターンの有無を調べる情報処理学会研究報告

IPSJ SIG Technical Report

cw(t1, t2, d) = (1 + log ctf (t1, t2, d))
√

idf (t1) idf (t2) (1)

idf (t) = log
N

df (t)
(2)

ただし、t はトークン、d は表現域、d f は tが現れる表

現域の数を返す関数である。異なる時代において、パター

ンを比較するには、同じ cw値にて比較する。

3. 結果

「雨」と「時雨る」の合成モデルを作成し、2つの代表

的な時代、三代集（905年頃–1007年）と新古今集（1205

年）間の違いを分析した（図 1）。パターン重要度 cw < 1σ

において２語は古今集頃は互いに共有するが、新古今頃と

なると２語が同時に見られなかった。

雨-CT-59-106-4.49-2.50 時雨る-CT-42-157-4.09-2.50
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図 1 「雨」と「時雨る」の三代集の 100年間（上）と 200年後の新

古今集の比較（下）

4. 考察

三代集の時代には、「雨」「時雨」はともにほぼ同じ歌で

出現する関係であった。「雨」は八代集の初期では「時雨

る」に相当するの使い方が含まれている可能性がある。新

古今集の時代では「時雨る」は一般的な「雨」と区別する

特徴を持ちはじめていた可能性がある。新古今集の中では

両語同時に用いた歌は 2例（能因、人麿）だけであった。

ただし、人麿 (660年頃–724年)は万葉歌人である。

龍田川／錦をりかく／神無月／しくれの雨を／たてぬ

きにして（古今 314）

神無月／時雨ふるらし／さほ山の／まさきのかつら／

色まさりゆく (読人不知新古今 574)

新古今集時代の「時雨る」は「雨」伴って用いることな

く「時雨る」そのものだけを伝えることができる。つまり、

人は「時雨る」という語だけで十分その意味が理解できる。

ここでは、これを「語の独立」と呼ぶことにする。三代集

時代の「時雨」は「雨」という語を用いて説明しないと、単

なる「雨」ではなくて「雨」という概念に特殊な意味が加

わったものであることが伝わらない。これを「他の語によ

る依存」と呼ぶことにする。ある語が他の語による依存し

ている時期では、依存語も被依存語も同じテキストに出現

する。逆に「語の独立」の時期には、上位・下位に所属す

るような二語の関係は同じ表現域にともに出現する必要は

ない。「雨といえば時雨のことだ」というように代表的にな

ると下位の語は上位の語によって表現されることが多い。

「花といえば桜」が代表的な例である。しかしながら、「雨」

だけで「時雨る」を表現することは確認できなかった。次

の時代の「時雨る」の例を見て、分析する問題であろう。

5. おわりに

古今集と新古今集における雨について、「雨」と「時雨」

について、八代集データベースを用いて分析を行った。古

今集の時代には「時雨る」は「雨」によって説明される非

独立の時代であったが、新古今集の時代には「時雨る」は

独立して使われるようになった。
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古今集と新古今集の間に見られる歌ことばの変化: 雨と時雨

山元啓史1,a) グリフィン・シュヴィソー2,b)

概要：本論では、歌ことばの連接関係の変化について述べる。古今集（905年頃）から新古今集（1205年）
までの歌ことばの変化を用語の連接関係から記述できるかどうかを検討する。同じ用語でも連接関係が大

きく変わったもの、変化が少なく安定しているものに分類し、300年間に見られる変化の特徴について考
察し、連接関係辞書の記述と歴史変遷可視化システムの開発について述べる。

Changes in classical Japanese poetic vocabulary between the Kokinshū and the
Shinkokinshū:

ame (rain) and shiguru (drizzling rain)

Hilofumi Yamamoto1,a) Griffen Schwiesow2,b)

Abstract: This paper addresses the changes of classical Japanese poetic vocabulary between the Kokinshū (ca. 905)
and the Shinkokinshū (1205), a period of three hundred years. We will examine whether it is possible to describe the
changes in the mutual relationships of words in poetry between the Kokinshū and the Shinkokinshū based on their
cooccurrence patterns.

1. はじめに

本論では古今集（905年頃）から新古今集（1205年）に

見られる歌ことばの変化について述べる。「雨」の種類、特

に「時雨る」との違いについて歴史的変遷を明らかにする。

八代集の 300年間において、「雨」に関する用語は名詞・動

詞合わせて、およそ 17種類見られるが、中でも多く用い

られている用語は、「時雨」「雨」「五月雨」「春雨」の４種

類である (表 1)。万葉集（759年頃）の中で、雨に関連す

る用語で「雨」に続いて多く出現する用語は「時雨」であ

る [2]。八代集（905年頃-1205年）においては、「雨」より

も「時雨」のほうが多く出現する。

「雨」というと現代人は６月、すなわち梅雨の風物を考

えることが一般的である。しかしながら、「梅雨」や「五月

雨」と「時雨（しぐれ）」がどう違うかというと現代人の感

1 東京工業大学
東京都目黒区大岡山 2-12-1 W1-8

2 ワシントン大学
4014 University Way NE, Seattle, WA 98105-6203
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b) griffens@uw.edu

覚はおぼろげになる。時雨とは、晩秋から初冬頃に一時的

に降る通り雨であり、梅雨や五月雨とは違い、降ったり止

んだりを繰り返すことが多い [1]。

表 1 八代集における雨、4 種の出現頻度
No出現数用語 古今後撰拾遺後拾遺金葉詞花千載新古今

1. 164時雨 16 17 15 16 6 9 34 51
2. 153雨 23 33 25 15 8 4 8 37
3. 68五月雨 3 5 5 10 11 4 16 14
4. 35春雨 8 7 0 2 3 1 3 11

2. 方法

データベースには八代集データベースと和歌用語の可視

化システムを使用する [4]。テキストは、国文学研究資料館

作成による二十一代集データベースである [3]。底本は国

文学研究資料館蔵「正保版本二十一代集」である。八代集

収録の和歌の内、長歌をのぞく 9484首を用いた。長歌はテ

キストの長さが著しく異なるものがあるため除外した。歌

中に出現する任意２語の組み合わせからグラフを作った。

任意２語によって構成されるグラフパターンの重要度は計

算式 (1)によった。

c⃝ 1959 Information Processing Society of Japan 1
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cw(t1, t2, d) = (1 + log ctf (t1, t2, d))
√

idf (t1) idf (t2) (1)

idf (t) = log
N

df (t)
(2)

ただし、t はトークン、d は表現域、d f は tが現れる表

現域の数を返す関数である。異なる時代において、パター

ンを比較するには、同じ cw値にて比較する。

3. 結果

「雨」と「時雨る」の合成モデルを作成し、2つの代表

的な時代、三代集（905年頃–1007年）と新古今集（1205

年）間の違いを分析した（図 1）。パターン重要度 cw < 1σ

において２語は古今集頃は互いに共有するが、新古今頃と

なると２語が同時に見られなかった。
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図 1 「雨」と「時雨る」の三代集の 100年間（上）と 200年後の新

古今集の比較（下）

4. 考察

三代集の時代には、「雨」「時雨」はともにほぼ同じ歌で

出現する関係であった。「雨」は八代集の初期では「時雨

る」に相当するの使い方が含まれている可能性がある。新

古今集の時代では「時雨る」は一般的な「雨」と区別する

特徴を持ちはじめていた可能性がある。新古今集の中では

両語同時に用いた歌は 2例（能因、人麿）だけであった。

ただし、人麿 (660年頃–724年)は万葉歌人である。

龍田川／錦をりかく／神無月／しくれの雨を／たてぬ

きにして（古今 314）

神無月／時雨ふるらし／さほ山の／まさきのかつら／

色まさりゆく (読人不知新古今 574)

新古今集時代の「時雨る」は「雨」伴って用いることな

く「時雨る」そのものだけを伝えることができる。つまり、

人は「時雨る」という語だけで十分その意味が理解できる。

ここでは、これを「語の独立」と呼ぶことにする。三代集

時代の「時雨」は「雨」という語を用いて説明しないと、単

なる「雨」ではなくて「雨」という概念に特殊な意味が加

わったものであることが伝わらない。これを「他の語によ

る依存」と呼ぶことにする。ある語が他の語による依存し

ている時期では、依存語も被依存語も同じテキストに出現

する。逆に「語の独立」の時期には、上位・下位に所属す

るような二語の関係は同じ表現域にともに出現する必要は

ない。「雨といえば時雨のことだ」というように代表的にな

ると下位の語は上位の語によって表現されることが多い。

「花といえば桜」が代表的な例である。しかしながら、「雨」

だけで「時雨る」を表現することは確認できなかった。次

の時代の「時雨る」の例を見て、分析する問題であろう。

5. おわりに

古今集と新古今集における雨について、「雨」と「時雨」

について、八代集データベースを用いて分析を行った。古

今集の時代には「時雨る」は「雨」によって説明される非

独立の時代であったが、新古今集の時代には「時雨る」は

独立して使われるようになった。
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考察

時雨の雨／染かねてけり／山城の／ときはの杜の／まきの下葉は (新古今 577 能因)
時雨の雨／まなくしふれは／槙の葉も／あらそひかねて／色付にけり (新古今 582 人麿)
龍田川／錦をりかく／神無月／しくれの雨を／たてぬきにして (古今 314 読人不知)
君かさす／三笠の山の／紅葉はの色／神な月／時雨の雨の／そめるなりけり (古今 1010 貫之)

神無月／時雨ふるらし／さほ山の／まさきのかつら／色まさりゆく (新古今 574 読人不知)
あきし野や／外山の里や／時雨覧／いこまのたけに／雲のかゝれる (新古今 585 西行)

桜花 (花)→桜 →花といえば桜 (○)
時雨 (雨)→時雨 (独立)→雨といえば時雨 (？ ×)

結論

古今集の時代は
「時雨（しぐれ）」は
「雨」とともに使われ
新古今集の時代は
単独で使われる。

1
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「言語学A・B・C」・「言語と文化」	
平川八尋・山元啓史・赤間啓之　（リベラルアーツ研究教育院）	

平成２８年度　創造性育成科目	

授業の目的：　言語を客観的に眺める！	

「言語学とはどんな科学か」�
1.ウィトゲンシュタインと言語ゲーム�
2.チューリングとチューリングマシン�
3.ジップとジップの法則�
4.ダニエル・ジョーンズの18の基本母音�
5.ソシュールと記号論�
6.フィルモアと格文法�
7.シュラムとコミュニケーション理論�
「言語学と言語の仕組み」	
8.音声（連濁）�
9.語形成	1	
10.語形成	2	
11.統語�
12.意味�
13.母語習得�

[ポスター発表]　「はじめての言語研究」	

あなたは言語のやりとりを見て育ちました。	
何を見てことばが話せるようになったのでしょうか。	

Q:	英語モードのSiriで
「掘った芋，いじるな！」
といったら，どうなる？	

それぞれの「…ている」の意味が異なります。	
どう異なり、なぜそうなるのかを考えてください。	

（１）　太郎は 今 走っている 	
（２）　この釘は 曲がっている	

時には、先生同士が	
疑問をぶつけあう、	

ツッコミを入れるバトルあり。	

先生にも	
わからないこと
があるんだ！	

先生も	
学生と	

いっしょに悩
む	

手書きの	
ポスター	
迫力抜群	

学生の活動：自分で考えてディスカッション！

教員の役割：考える場を作る！答えはない！	

言語学の	
各論を	

ディスカッ
ションで	

言語学は	
なぜ始まった？	

この授業（言語学）では、「言語的
直感」をもたらす知識を「文法」とよ

びます。いままでのように、現代国
語や古典の文法での「暗記」とは異

なります。	

今週の日曜日に何をしたかを	
ことばを使わずに、グループの	

メンバーに伝えてみなさい。	



大人数クラスであってもポスター発表を可能にし、そのポスターの管理、コメントの整理、フィードバッ
クの送付を自動的に行い、内容の充実を促進するシステムを開発した。例年、創造性育成科目に指定され
ている言語学は昨年度は80名を超え、今年度は115名となった。このシステムにより、昨年度は80枚のポ
スター管理、80名の学生からの80名への学生へのコメント返却が自動的に行えるようになった。

言語学：自分のテーマで考える仕組み 東京工業大学
リベラルアーツ
研究教育院言語と文化・言語学A・言語学B 担当：赤間啓之・平川八尋・山元啓史

多人数クラスでの学生自身・学生相互の活動量を増やせた。ポスターに対するコメントが個々の
学生に速やかにフィードバックできた。授業のみよりも学生のレポートの質も上がった。

平成29年度教育推進室創造性育成科目委員会平成28年度教育革新センターの助成を得た。

結語

概要 学生が自主的におこなったことは必ずフィードバックが得られ、自分自身の行動がモニターで
きるようにすることが不可欠である。しかし、大人数クラスではフィードバックは難しい。

実装

昨年度の約80名、今年度約60名のクラスにしては、多くの意見交換を行うシステムができた。
このシステムは言語学だけでなく、ライティングスキルにおいても利用されており、言語学以考察

外のクラスでも利用できる。ただし、現時点のシステムを利用するには管理者による設定が不可欠で、広
く使うには、設定、マニュアル、運営上の事情による柔軟な変更・追加機能が必要である。これらの問題
はシステム開発によってだけでなく、授業の目的や進め方などとも同時に協調的に改善されるべきである。

図１ 通常授業の振り返り入力

図５ ポスターの提出図４ コメント・フィードバック

図３ ポスター発表実施方法の説明

図６ ポスター・リストと冊子生成

図２ 振り返りの出力 ・ポスターテーマ

結果

学生・教員からのコメントと質問（ポスター発表時）、3. 学生から学生へのコメント（ポスター発表後）。
また、ポスター冊子をPDF形式で配布したことも振り返りの機会となった。ポスター冊子とは修正版ポス
ターをWeb投稿により回収し、それらを自動的に編集（目次他）処理したものである。

ポスター実施システムを利用した結果、次のような３種類の教師・学生間、学生・学生間のイン
タラクションが見られた。1. 教員への学生のコメント（通常授業）、2. ポスター発表者への



言語学: 日常のことば
言語のありさまを調べるための計算と考え方

ワークブック

やま もと ひろ ふみ

山　元　啓　史
Ph.D. in Linguistics
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山　元　啓　史
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第 7章

書籍・教科書

7.1 辞書・専門書

1. Japanese: A Comprehensive Grammar, Routledge, 2012（p. 55）

2. 通時コーパスによる言語の研究,「コーパスと日本語史研究」ひつじ書房 2015（p. 55）

3. 第 4章コーパスから抽出した複合辞, シリーズ: 講座日本語コーパス 7 「コーパスと

辞書」朝倉書店 2019（p. 55）

4. A Gradual Approach to Technology Based Instruction, Learning Japanese in the

Network Society, University of Calgary Press March 2003（p. 55）

7.2 日本語: 大学院

1. 大学院（入門）テーマ別日本語 T51、Strategic Japanese （p. 56）

2. 大学院（初級）テーマ別日本語 23,24、マイクロビット・ジャパニーズ（p. 58）

3. 大学院（上級）日本語「セミナーを開く」（p. 56）

4. 大学院（上級）日本語「プレスリリースを読む」（p. 55）

5. 大学院（上級）日本語「ニュースを聞く」（p. 55）

7.3 日本語: 学部

1. 学部（上級）日本語 Advanced Japanese （p. 55）

2. 教養特論（学部）: ライティング・スキル（p. 56）

https://www.taylorfrancis.com/books/9781136196454
http://hituzi.co.jp/hituzibooks/ISBN978-4-89476-751-5.htm
http://www.asakura.co.jp/books/isbn/978-4-254-51607-4/
https://press.ucalgary.ca/books/9781552380703
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7.4 日本文化関連

1. 学部: 日本文化演習「ことばの文化: とんちんかんのちんぷんかんぷん」（p. 56）

2. 学部: 日本文化演習「現代文化論と日本語」（p. 56）

3. テーマ別日本語 T51レポート集（p. 55）

7.5 言語学関連

1. 学部: 言語と文化（p. 56）

2. 学部: 言語学 A（p. 56 and MOOC p.57）

3. 学部: 言語学 B（p. 56 adn MOOC p.57）

4. 大学院: 言語学特講（p. 56）

5. 大学院: 言語学 D（p. 57）

6. 大学院: 言語学 E（p. 57）

7. 言語学ノート「ことばのおと」（p. 58）

7.6 MOOC TokyoTechX

1. Ten Sentences A Day for Thirty Days: Dictation Every Day, Basic 1.（p. 57）

2. Ten Sentences A Day for Eight Weeks: Dictation Every Day, Volume 1.（p. 57）

3. Ten Sentences A Day for Eight Weeks: Dictation Every Day, Volume 2.（p. 57）

4. Ten Sentences A Day for Eight Weeks: Dictation Every Day, Volume 3.（p. 57）

5. Idiomatic Japanese: The Secret of Advanced Japanese, Volume 1.（p. 57）

6. Idiomatic Japanese: The Secret of Advanced Japanese, Volume 2.（p. 57）

7. Idiomatic Japanese: The Secret of Advanced Japanese, Volume 3.（p. 57）

8. Kanji Vocabulary: The Secret of Advanced Japanese, Volume 1.（p. 56）

9. The RONBUN SHINAN: Writing The Basics（p. 56）

10. 科学者の人生: 彼らはどう自分の人生を生きたか（p. 56）

11. 日本語読本: これから言語学を楽しむ皆様のために （p. 58）

7.7 その他

1. 目で見てわかる今の日本語・昔の日本語: 中学生版（ワークブック）（p. 57）

2. 目で見てわかる今の日本語・昔の日本語: 中学生版（英語版）（p. 57）
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3. 目で見てわかる今の日本語・昔の日本語: 小学生版（ワークブック）（p. 57）

4. 数理言語学演習: スーパーサイエンスハイスクール版（ワークブック）（p. 57）

5. 基礎やまとことば辞典: （p. 58）

Task Book

Strategic Japanese
Tricky techniques of learning Japanese

Hilofumi Yamamoto
Ph.D. in Linguistics

Japanese: A Natural Speaking
自然な日本語の話し方

山 元 啓 史
Ph.D. in Linguistics
東京工業大学

Japanese: Essense of Culture
文化で学ぶ日本語

山 元 啓 史
Ph.D. in Linguistics
東京工業大学

Japanese: Songs and Dramas
歌とドラマによる日本語の聞き方と語彙

山 元 啓 史
Ph.D. in Linguistics
東京工業大学

Voice of International Students
Topic Oriented Japanese 51/52

Japanese Culture 1/2

Hilofumi Yamamoto
Ph.D. in Linguistics

Listening for News
Let’s learn Japanese through Listening Practices

Hilofumi Yamamoto
Ph.D. in Linguistics

プレスリリース
理工系読解へのアプローチ

ワークブック

山　元　啓　史
Ph.D. in Linguistics
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授業の進め方とタスクシート

上級日本語
高度な言語と文化に関する知識の獲得のために

やま もと ひろ ふみ

山　元　啓　史
Ph.D. in Linguistics

Nuts and Bolts of Kanji
The Secret of Advanced Japanese

Volume 1

TokyoTechX
Let’s learn Kun Readings of Kanji

Hilofumi Yamamoto
Ph.D. in Linguistics

上級日本語: 科学者セミナーを開く
議論に値する科学的生き方とは何か

ワークブック

やま もと ひろ ふみ

山　元　啓　史
Ph.D. in Linguistics

科学者の人生
彼らはどう自分の人生を生きたか

山　元　啓　史
Ph.D. in Linguistics

ことばの文化

とんちんかんのちんぷんかんぷん
昔からあるもの・今まであると思っていたもの

ワークブック

やま もと ひろ ふみ

山　元　啓　史
Ph. D. in Linguistics

授業の進め方とタスクシート

現代文化論と日本語
芸能・文学・映画、そして紙芝居

山　元　啓　史
Ph.D. in Linguistics

ライティングスキル
実際に書けるようになるための約束ごと

ワークブック

やま もと ひろ ふみ

山　元　啓　史
Ph.D. in Linguistics

論文指南: 書き方の薀蓄
型で乗り切る論文に必要な考え方

付録: 理学と工学

山　元　啓　史
Ph. D. in Linguistics

教養特論: 言語と文化

にほんごのおと

山　元　啓　史
Ph.D. in Linguistics

言語のありさまを調べるための計算と考え方

言語学: 日常のことば

山　元　啓　史
Ph.D. in Linguistics

先人たちが作った言語へのアプローチ

言語学: ことばの研究史

山　元　啓　史
Ph.D. in Linguistics

Diachronic Linguistics
Innateness of Language

Hilofumi Yamamoto
Ph.D. in Linguistics

Tokyo Institute of Technology

言語学
ときどき不思議に思うことばの秘密

山 元 啓 史
Ph.D. in Linguistics
東京工業大学



57

Linguistics 101
Truth of Daily Language

Hilofumi Yamamoto
Ph.D. in Linguistics

Tokyo Institute of Technology

Linguistics 201
Modeling of Language

Hilofumi Yamamoto
Ph.D. in Linguistics

Tokyo Institute of Technology

Linguistics 301
Fact and Figures of Language

Hilofumi Yamamoto
Ph.D. in Linguistics

Tokyo Institute of Technology

Linguistics 401
Unravel the Language Mechanism

Hilofumi Yamamoto
Ph.D. in Linguistics

Tokyo Institute of Technology

Dictation for Every Day (D4E)
Ten Sentences A Day: Volume 4
Let’s learn Japanese through Dictation

Hilofumi Yamamoto
Ph. D. in Linguistics

Ten Sentences A Day (T.S.A.D)
Dictation for Every Day (D4E) Volume 1
Let’s learn Japanese through Dictation

Hilofumi Yamamoto
Ph. D. in Linguistics

Ten Sentences A Day (T.S.A.D)
Dictation for Every Day (D4E) Volume 2
Let’s learn Japanese through Dictation

Hilofumi Yamamoto
Ph. D. in Linguistics

Ten Sentences A Day (T.S.A.D)
Dictation for Every Day (D4E) Volume 3
Let’s learn Japanese through Dictation

Hilofumi Yamamoto
Ph. D. in Linguistics

Ten Sentences A Day (T.S.A.D)
Dictation for Every Day (D4E) Volume 4
Let’s learn Japanese through Dictation

Hilofumi Yamamoto
Ph. D. in Linguistics

Idiomatic Japanese
The Secret of Advanced Japanese

Volume 1

TokyoTechX
Let’s learn Idiomatic Expressions of Japanese

Hilofumi Yamamoto
Ph.D. in Linguistics

Idiomatic Japanese
The Secret of Advanced Japanese

Volume 2

TokyoTechX
Let’s learn Idiomatic Expressions of Japanese

Hilofumi Yamamoto
Ph.D. in Linguistics

Idiomatic Japanese
The Secret of Advanced Japanese

Volume 3

TokyoTechX
Let’s learn Idiomatic Expressions of Japanese

Hilofumi Yamamoto
Ph.D. in Linguistics

目で見てわかる昔の日本語と今の日本語
タイムマシンに乗らずに行ける昔の世界

ワークブック

やま もと ひろ ふみ

山　元　啓　史
Ph.D. in Linguistics

Visualization of Classical Japanese
Time machine-less travel to the past

An Introduction to the Words of Japanese

Hilofumi Yamamoto
Ph.D. in Linguistics

目で見てわかる昔の日本語と今の日本語
タイムマシンに乗らずに行ける昔の世界

ワークブック
2018.12.26

やま もと ひろ ふみ

山　元　啓　史
Ph.D. in Linguistics

数理言語学演習
スーパーサイエンスハイスクール
新潟県立新潟南高等学校版

ワークブック
2019.08.05
山　元　啓　史

Ph.D. in Linguistics
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日本語読本
これから言語学を楽しむ皆様のために

第1巻

TokyoTechX
この本を本気で言語学の専門書と考えてはいけません。

やま もと ひろ ふみ

山　元　啓　史
東京工業大学教授

Ph.D. in Linguistics

にほんごのおと

言語と文化

山 元 啓 史
Ph.D. in Linguistics

Micro:bit Japanese
with dictation and shadowing

Let’s learn Japanese by doing

Workbook

Hilofumi Yamamoto
Ph.D. in Linguistics
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目で見てわかる
昔の日本語と今の日本語
タイムマシンに乗らずに行ける昔の世界

ワークブック

山 元 啓 史
Ph.D. in Linguistics



裏表紙について

クィントゥス・ホラティウス・フラックス
Quintus Horatius Flaccus
BC.65.12.8–BC.8.11.27
古代ローマ時代の南イタリアの詩人

　写真の日時計にはラテン語で “Carpe

Diem”（カルペ・ディアム）と彫ってありま

す。英語では “Seize the day”、日本語では

「その日を摘め」と訳されています。そこには

「その日を楽しみ、精一杯いきること」という

意味があります。紀元前 1 世紀の古代ローマ

の詩人ホラティウスの詩に登場する句で、映

画 “Dead Poets Society”（1989年、邦題「い

まを生きる」ロビン・ウィリアムズ主演）にも

出てきます。
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